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製品を安全に使用していただくために

●本書の取り扱いについて
本書には、お買い上げいただいた製品を安全に正しく使用するための重要なことがらが記載さ

れています。製品を使用する前に本書をよくお読みください。

特に、本書に記載されている「安全上のご注意」は必ずお読みいただき、内容をよく理解した

うえで製品を使用してください。

本書はお読みになった後も製品の使用中いつでも参照できるように、大切に保管してください。

富士通は、お客様の生命、身体や財産に被害を及ぼすことなく安全に使っていただくために細

心の注意を払っています。当製品を使用する際は、本書の説明に従ってください。

Microsoft、Windows、MS-DOS、Windows NTは、米国 Microsoft Corporation の米国および

その他の国における登録商標です。

ESC/Pは、セイコーエプソン㈱の登録商標です。

VP-1000/3000 は、セイコーエプソン㈱の商標です。

PC-98シリーズ、PC-9821 シリーズは、日本電気㈱の商標です。

IBM PC/AT互換機は、米国 International Buisiness Machines Corporationの米国およびその他

の国における登録商標です。

All Rights Reserved, Copyright C  1999-2001 富士通株式会社



●VCCI適合基準について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の基準に基づくクラスB
情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、こ
の装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こ
すことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

●電源の瞬時低下について

この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。
電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお薦め
します。

（社団法人日本電子工業振興協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに

基づく表示）

●漏洩電流自主規制について

この装置は、社団法人  日本電子工業振興協会のパソコン業界基準(PC-11-1988)に
適合しております。

●電源高調波について

この装置は、高調波抑制対策ガイドラインに適合しております。

●国際エネルギースタープログラムについて

この装置は、国際エネルギースタープログラムの基準に適合しております。
国際エネルギースタープログラムはコンピュータをはじめとしたオフィス機器の省エ
ネルギー化促進のための国際的なプログラムです。このプログラムはエネルギー消費
を効率的に抑えるための機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的としたもので、
事業者の自主判断により参加することができる任意制度となっています。
対象となる製品はコンピュータ、ディスプレイ、プリンタ、ファクシミリおよび複写
機等のオフィス機器で、それぞれの基準ならびにマーク（ロゴ）は参加各国の間で統
一されています。



●本製品のハイセイフティ用途での使用について

本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用などの一般的用途を想定したものであり、

ハイセイフティ用途での使用を想定して設計・製造されたものではありません。

お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、本

製品を使用しないでください。

ハイセイフティ用途とは、以下の例のような、極めて高度な安全性が要求され、仮に当

該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途をいい

ます。

・原子力核制御、航空機飛行制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維持、兵器発

射制御など



i

は  じ  め  に
このたびは、弊社のページプリンタXL-2110 をお買い求めいただきまして、誠にありがとうござ

います。

本書では、プリンタの設置や取り扱いに関することがらと、プリンタドライバなどのソフトウェア

に関することがらについて説明しています。

本書にしたがって正しい取り扱いをし、本プリンタを有効にご利用ください。

2001 年 4 月

本文中の略語について
Microsoft R  Windows R   Millennium Edition は、本文中ではWindows Me と表記しています。

Microsoft R  Windows R  98 は、本文中ではWindows 98 と表記しています。

Microsoft R  Windows R  95 は、本文中ではWindows 95 と表記しています。

Microsoft R  Windows R   Version 3.1 は、本文中では Windows 3.1 と表記しています。

Microsoft R  Windows R  2000 Professional およびMicrosoft R  Windows R  2000 Server は、本文

中ではWindows 2000 と表記しています。

Microsoft R  Windows NT R  Workstation Version 4.0 および Microsoft R  Windows NT R  Server

Version 4.0 は、本文中ではWindows NT4.0 と表記しています。

●警告表示マークについて

本書では、製品を安全にかつ正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加えられる恐れのある

危害や損害を未然に防止するために、次のような表示をしています。

警告� 注意�

絵記号の例とその意味�
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安 全 上 の ご 注 意
 ◆プリンタ設置および移動時のご注意　

警 告�

プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金属物を置か

ないでください。

感電・火災・故障の原因となります。

湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置かないで

ください。

感電・火災・故障の原因となります。

電源プラグは、交流100V、15A専用コンセント以外には差し込まないでください。

たこ足配線をしないでください。

感電・火災の原因となります。本定格電源は100V、6A となっています。

添付の電源コード以外は使用しないでください。

感電・火災の原因となります。

ストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、ガソリン

など揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くにはプリンタを設置しな

いでください。

火災の原因となります。

延長コードは、定格 (125V、15A)未満のものは使用しないでください。特に容量不

足の延長コードは絶対に使用しないでください。

異常な発熱や火災の原因となります。

次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。

・ガス管（引火や爆発の危険があります。）

・電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり危険で

す。）

・水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役目を果

たしません。）

梱包に使用しているビニール袋はお子さまが口に入れたり、かぶって遊んだりしな

いよう、ご注意ください。

窒息の原因となります。
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警 告�
風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。

感電・火災の原因となります。

電源プラグから出ている緑色のアース線を、必ず次のいずれかに取り付けてくださ

い。アース接続できない場合は、「ハードウェア修理相談センター」（172ページ）に

ご連絡ください。

・電源コンセントのアース線

・銅片などを650mm以上地中に埋めたもの

・接地工事（第３種）を行っている接地端子

アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、火災・感電の原因となりま

す。

適正電源コンセント�

電源コード�

プリンタケーブルおよびオプション製品の取り付け／取り外しを行うときは、必ず

プリンタ本体および接続されている機器の電源スイッチを切り、電源プラグをコン

セントから抜いた後に行ってください。

感電の原因となります。

オプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の機器は接続しないでくださ

い。

火災や感電または故障の原因となります。

近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がおさまるのを

待ってください。

入れたままにしておきますと、雷によっては機器を破壊し、火災の原因となります。
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注 意�
直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置しないで

ください。

高温によりカバーなどが加熱、変形、溶解する原因となったり、プリンタ内部が高

温となり、火災・故障の原因となることがあります。

プリンタの背面には通風口があります。プリンタは壁から500mm以上離して設置

してください。

通風口をふさぐと内部に熱がこもり、火災・故障の原因となることがあります。

プリンタに空調などの風が直接当たらない場所に設置してください。

風が当たると、プリンタ内部の空気の流れが変わり、火災・故障の原因となること

があります。

プリンタの操作および消耗品類の交換、日常の点検など、プリンタを正しく使用

し、プリンタの性能を維持するために、下図の設置スペースを確保してください。

また、設置時は、プリンタの足全体が乗る大きさの平らな場所に置いてください。

スペースが確保されないと、熱がこもり、火災・故障の原因となることがありま

す。

500mm以上�

200mm以上�

200mm以上� 1000mm以上�

給紙カセットを引き出したとき�

背
面
側�

プリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでください。

バランスが崩れて倒れたり、落下してけがの原因となることがあります。

振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。

落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。

プリンタは、重さ約21kg（フルオプション、消耗品と用紙を含む）に耐えられる丈

夫で水平な場所に設置してください。

プリンタの転倒などによりけがの原因となることがあります。
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注 意�
プリンタを移動する場合は、プリンタを傾けないでください。

プリンタの転倒などによりけがの原因となることがあります。

プリンタは、オプションや消耗品、用紙が入っていない状態で約9.5kgあります。プ

リンタを持ち上げるときは、腰を痛めないように十分に膝を折り、プリンタの正面

を体の方に向け、底面に手を入れてしっかりと持ってください。

落下によりけがの原因となることがあります。

プリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。ま

た、接続ケーブルなどもはずしてください。

作業は足元に十分注意して行ってください。

電源コードが傷つき、火災や感電の原因となったり、本プリンタが倒れたりしてけ

がの原因となることがあります。
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 ◆プリンタ使用時のご注意　

警 告�

プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。

火災・感電・故障の原因となります。

開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し込んだ

り、落とし込んだりしないでください。

火災・感電・故障の原因となります。

電源コードを傷つけたり、加工しないでください。

重いものを載せたり、引っぱったり、無理に曲げたり、ねじったり、加熱したりす

ると、電源コードを傷め、火災や感電の原因となります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいときは使用

しないでください。

そのまま使用しますと、火災・感電の原因となります。修理は、「ハードウェア修理

相談センター」（172 ページ）にご連絡ください。

異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。

故障の修理は、「ハードウェア修理相談センター」（172ページ）にご連絡ください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。

火災の原因となります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。

感電の原因となります。
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警 告�
ネジで固定されているカバーやパネルなどは、絶対に開けないでください。内部の

点検、修理は「ハードウェア修理相談センター」（172ページ）にご連絡ください。

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。

プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。

感電・火災の原因となります。

電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾いた布で

よく拭いてください。

そのまま使用すると、火災の原因となります。

取り外したコネクタカバー等は、小さなお子さまが誤って飲むことがないように、

小さなお子さまの手の届かないところに置いてください。

万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。

万一、プリンタから発熱や煙、異臭や異音などが発生した場合は、ただちにプリン

タ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントから抜いてくだ

さい。

煙が消えるのを確認して、「ハードウェア修理相談センター」（172ページ）に修理

をご依頼ください。お客さま自身による修理は危険ですから絶対におやめください。

異常状態のまま使用すると、感電・火災の原因となります。

万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちにプリンタ本

体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、

「ハードウェア修理相談センター」（172ページ）にご連絡ください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源スイッ

チを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、「ハードウェア修

理相談センター」（172ページ）にご連絡ください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。
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注 意�
電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。

電源コードを引っぱると電源コードの芯線が露出したり、断線したりして、感電・

火災の原因となることがあります。

使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。

熱がこもり、火災・故障の原因となることがあります。

プリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでくださ

い。

プラグが変形し、火災の原因となることがあります。

プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。

プリンタが動作状態になる場合があり、けがの原因となることがあります。

電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。

火災・故障の原因となることがあります。

つまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようすべて取り除

いてください。

紙片が残ったままになっていると火災の原因となることがあります。なお、定着器

やローラ部に用紙が巻き付いているときは無理にとらないで、直ちに電源を切り、

「ハードウェア修理相談センター」（172 ページ）にご連絡ください。

つまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部に触れないよう注意し

てください。

けがの原因となることがあります。

つまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネックレスなどが

プリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。

けがの原因となることがあります。
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注 意�
１カ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。

・電源プラグが電源コンセントにしっかり差しこまれていますか。

・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。

・電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。

・電源コードにき裂や擦り傷などはありませんか。

・アース線は取り付けられていますか。

なお、異常がある場合は、「ハードウェア修理相談センター」（172 ページ）までご

連絡ください。

長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセントか

ら抜いてください。

感電・火災の原因となることがあります。

プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切り、必ず

電源プラグをコンセントから抜いてください。

電源スイッチを切らずにプリンタの清掃や保守を行うと、感電の原因となることが

あります。

用紙排出部のローラーが作動しているとき作動部には触れないでください。

指をはさみけがをする原因となることがあります。

プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合には、定着器周辺は、電源スイ

ッチを切ってから１時間は手を触れないでください。

高温になっているため、やけどの原因となることがあります。
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 ◆プロセスカートリッジ／トナーカートリッジの取り扱い上のご注意　

警 告�

プロセスカートリッジやトナーカートリッジを火中に投入しないでください。

火中に投入すると、トナー粉がはねて、やけどの原因となります。

使用済みのプロセスカートリッジやトナーカートリッジは、包装箱やビニール袋に

入れ、不燃物として廃棄してください。

トナーは目や口に入らないように注意してください。

プロセスカートリッジやトナーカートリッジの交換時などに、トナーが手に付いた

場合は速やかに洗い落としてください。万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相

談してください。

プロセスカートリッジやトナーカートリッジを保管する場合は、小さなお子さまが

トナーを誤って飲むことがないように、小さいお子さまの手の届かないところに置

いてください。

万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。

注 意�

プロセスカートリッジ・トナーカートリッジは純正品を使用してください。

純正品以外のプロセスカートリッジまたはトナーカートリッジを使用すると、感光

ドラムやプリンタ本体に障害が発生することがあります。
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本 書 の 構 成
本書では、本プリンタをお使いになる前の準備、日常の操作のしかた、日常の保守のしかた、設定

値の変えかた、点検のしかたや診断機能、および用紙などについて説明します。

本書の構成は、次のとおりです。

第１章

第２章

第３章

第４章

第５章

第６章

第７章

第８章

付　録�
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第 1 章　お使いになる前に
この章では、製品の確認、本プリンタのオペレータパネル
や各部の名称と機能、オプション品およびサプライ品の紹
介などについて説明します。
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製品の確認
本プリンタは、添付品とともに梱包材で保護し、梱包してあります。

梱包箱から取り出して、製品が揃っていることを確認してください。万一、不良品や不

足品がありましたら、ご購入元にご連絡ください。

 お願い
本プリンタには、パソコン本体とのプリンタ接続ケーブルは添付されていません。パ

ソコン本体のケーブルか、別売りのプリンタ接続ケーブルをお使いください。「プリ

ンタケーブル」（８ページ）

●梱包されている製品
本プリンタには次のものが梱包されています。

プリンタ本体には、プロセスカートリッジと標準給紙カセットが既にセットされてい

ます。

q t

w y

e u

r

 お願い
●  梱包箱や緩衝材は捨てずに保管し、プリンタを輸送するときにご利用ください。
●  輸送の際は、トナーカートリッジを付けたままプロセスカートリッジをポリエチレ

ン袋（黒）に入れ、プリンタ本体にセットした状態で輸送してください。この処理

をせずにプリンタを輸送すると、プロセスカートリッジからトナーがこぼれ、プリ

ンタ内部を汚すおそれがあります。
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本プリンタの特長
本プリンタの主な特長は、以下のとおりです。

◆ 12枚／分（Ａ４）、1200dpi（垂直方向）の高品位印刷
オフィスでもっとも需要の高いＡ４サイズを最大12枚／分の快適スピードで印刷しま

す。しかも解像度は600× 1200dpi相当で高品位出力を実現。文字も図形も美しく鮮

明です。（ESC/Pモードでの解像度は最高 600dpi です。）

◆ Windows Me/98/95/3.1日本語版および Windows NT4.0/2000日本語版
に対応
Windowsプリンタドライバを標準添付。Windows搭載のパソコンに幅広く対応し、

WYSIWYG*を実現。

◆ESC/Pモードでドットプリンタをエミュレート
ドットプリンタをエミュレートする ESC/Pモードを標準装備。今までのソフト資産

をムダにしません。しかも、明朝体とゴシック体の２種類の漢字フォントを内蔵して

います。

◆多彩な給紙機能
世界最小クラスの大きさながら、用紙カセットによる 250枚の連続給紙を標準サポー

ト。しかも、用紙カセットはＡ４～Ａ６まで幅広い用紙サイズに対応するユニバーサ

ルカセット方式を採用しています。さらに、オプションの給紙機構を取り付けると次

のような多彩な給紙機能を提供します。
●　500枚の連続給紙が可能な拡張給紙ユニット
●　はがき・ＯＨＰシートなど特殊紙を連続給紙する給紙トレイ

◆小型・軽量、省電力、オゾンフリー
12枚／分（Ａ４）クラスでは最小の省スペース設計、デスクの上にゆとりをもって置

けるコンパクトさです。また、待機時の電力消費を抑える節電モードやオゾンフリー

プロセスなど使う人に優しい設計です。

◆自動解像度調整機能
プリンタ標準搭載のメモリで印刷できない複雑なデータでも、オートマティックフォ

ールダウン機能により自動的にプリンタの解像度を調整して印刷します。

* WYSIWYG ……What You See Is What You Get の略。パソコンの画面上で作成し

た通りの印刷出力を手にすることができるというデスクトップパブ

リッシングの基本要素。
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各部の名称と機能
本プリンタの主要各部の名称と機能について説明します。

 ◆各部の名称　

q

w

r �
�

e

t

　（両側）�
�

y �
�

u

�
�

i

o

!1

!0

!2 �
�

!3
!4 �
�

!5 �
�

!65

!7 �
�

!8
!9



第 1 章　お使いになる前に

5

 ◆各部の機能　
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オペレータパネルの機能

液晶ディスプレイ� 用紙サイズインジケータ�

●オンラインランプ（緑）
点灯：データが受信できる状態です。

点滅： 受信したデータの処理をしています。またエラーが発生したときも点滅します。

消灯：オフライン状態です。プリンタの設定を変更できます。

●用紙サイズインジケータ
液晶ディスプレイ下段のアンダラインの位置が、現在プリンタに設定されている用紙

サイズになります。

●液晶ディスプレイ
プリンタの状態や障害が発生したときの内容を表示します。１行８文字で２行に表示

されます。

●メニュー１／メニュー２
プリンタをメニューモードにします。オフラインのときスイッチを短く押すとレベル

１メニューモードになります。２秒以上押すとレベル２メニューモードになります。

●－
メニューモードで設定内容を逆順に表示します。

●＋
メニューモードで設定内容を正順に表示します。

●メニュー選択／リセット
メニューモードで短く押すと液晶ディスプレイに表示されている内容を選択します。

オフラインのとき２秒以上押すとプリンタ内部に残っているデータを消去します。ま

た復旧可能なエラー状態を解除します。
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●排出
オフラインのときプリンタ内部に残っているデータを強制的に印刷します。手差し用

紙を排出します。手差し要求時に押すと標準カセットから印刷します。

●用紙選択／メニュー印刷
オフラインのとき短く押すと用紙サイズを設定するモードに入ります。オフラインの

とき２秒以上押すとメニューの内容を印刷します。

●トレイ選択
オフラインのとき給紙するトレイを設定するモードに入ります。

●オンライン
オンライン状態とオフライン状態を切り替えます。

  ●ガイド●
プリンタ内に未印刷データがあるときは、リセットを行うまで設定内容の変更は反

映されません。
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オプション品
本プリンタでは、以下のオプション品を用意しています。これらの品物については、本
プリンタの購入元、または「富士通パーソナル製品に関するお問い合せ窓口」へご相談
のうえ、必要に応じてお買い求めください。

●給紙装置

●　拡張給紙ユニット
下段の給紙カセットとして増設し、上段と下段から給紙できるようにするための
オプション品です。上段と下段には、異なるサイズの用紙でも、同じサイズの用
紙でもセットすることができます。（「使用できる用紙サイズ」（12ページ）参照）

●　給紙トレイ
はがき、ＯＨＰシートなどの特殊紙を自動で給紙できるようにするためのオプシ
ョン品です。（「使用できる用紙サイズ」（12ページ）参照）

●プリンタケーブル
パソコンとプリンタを接続するケーブルは数種類あります。ご使用のパソコンに対応
したケーブルをご使用ください。

 お願い
●  完全にシールドされた IEEE std1284-1994適合の双方向パラレルプリンタケー

ブルを使用してください。
●   ケーブルの長さは1.5メートル以下のものをお使いください。

なお、本プリンタにはプリンタケーブルは添付されていません。パソコン本体に添付
のケーブルか、別売りケーブルをお使いください。別売りケーブルは以下のものが用
意されています。

(＊ 1)  36ピンハーフピッチ以外のコネクタを持つ PC-98シリーズは、NEC製の専用
ケーブルをご使用ください。
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●プリンタLANアダプタ

●プリンタUSBケーブル
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サプライ用品
サプライ用品として、本プリンタに適した様々な用紙と、トナーカートリッジ、プロセ

スカートリッジを用意しています。これらの品物については、本プリンタの購入元、ま

たは富士通コワーコ（174ページ）へご相談ください。

本プリンタではPPC用紙および普通紙を使用できますが、一般の市販品には本プリンタ

に適さないものもあります。より良い印刷品質が得られるよう、下記の推奨用紙のご使

用をお勧めします。

注１　トナーカートリッジの寿命は、Ａ４用紙で有効画像面積比率５％以下のときの

値です。ただし、新しいプロセスカートリッジに最初にセットしたときは、寿

命は約 1,000枚程度になることがあります。

注２　プロセスカートリッジの寿命はＡ４用紙を12枚／分のスピードで連続印字し

たときの値です。ただし、１枚印字等の間欠印字を行ったときは、約 10,000

枚程度になることがあります。

●使用済みトナーカートリッジおよびプロセスカートリッジの回収サービス
富士通株式会社では、地球環境への配慮から使用済みトナーカートリッジおよびプロ
セスカートリッジを無償で回収しております。
下記の『エコ受付センター』までご連絡をいただければ、回収便にて引き取りにうか
がいます。お客様のご理解とご協力をお願いいたします。

『エコ受付センター』
フリーダイヤル  : 0120-30-0693
平 日   8:40 ～ 12:00 お よび 13:00 ～ 17:30
（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く）
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◆用紙保管上のご注意  　 17

第 2 章　用紙について
この章では、本プリンタで使用できる用紙／使用できない
用紙、および用紙保管上の注意について説明します。
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 ◆使用できる用紙サイズ　

本プリンタは、標準給紙カセット、拡張給紙ユニット（オプション）、給紙トレイ（オ

プション）、手差しトレイを使い分けることによって、いろいろな用紙を使うことがで

きます。

フリーサイズの寸法：トレイ２以外……長辺 148～ 297mm、短辺 90～ 215.9mm*1

　　　　　　　　　：トレイ２…………長辺 210～ 297mm、短辺 148～ 215.9mm*1

*1：プリンタのメニュー設定（ESC/Pモード）では短辺は最大 216mmです。

  ●ガイド●
●   給紙トレイ（オプション）をプリンタドライバやプリンタのメニュー設定では

MPF（マルチパーパスフィーダ）と表示します。
●  OHP シートとラベル紙は、MPFとテサシで使用できます。
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 ◆使用できる用紙　

●普通紙
本プリンタでは、ＰＰＣ用紙および普通紙を使用することができます。しかし、一般

の市販品には本プリンタに適さないものもありますので、できるだけサプライ用品を

ご使用ください。サプライ用品の詳細は、「サプライ用品」(10ページ）を参照してく

ださい。

用紙の重量は、64～ 87g/m2 のものをお使いください。

 お願い
●  用紙を大量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でためし印刷をし、支障がない

ことを確認することをお勧めします。市販のものの中には、本プリンタに適さない

ものがあります。
●  A５より小さい用紙は、印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。（「印刷

面を上に向けて排紙する」（40ページ）参照）

●特殊紙
本プリンタでは、以下の用紙が使用できます。印刷品質は、普通紙より劣ることがあ

ります。

 お願い
用紙を大量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でためし印刷をし、支障がない

ことを確認することをお勧めします。市販のものの中には、本プリンタに適さない

ものがあります。
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●はがき
官製はがきをご使用ください。

往復はがきの場合は、官製の往復はがきで折り目のないものをご使用ください。

 お願い
●  給紙カセットからは給紙できません。手差しまたは給紙トレイ（オプション）をお

使いください。また、印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。（「印刷面

を上に向けて排紙する」（40ページ）参照）
●  用紙サイズの設定は「はがき」「往復はがき」のいずれかでお使いください。他の用

紙サイズを設定すると、印刷品位が著しく低下することがあります。
●  印刷後は反りが発生することがあります。
●  用紙全体に薄くトナーが付着したり、印刷が薄いことがあります。
●  はがきは反りがないものをご使用ください。２mm 以上の反りがあるときは、反

りを修正してからセットしてください。
●  切手の貼ってあるはがきは、使用できません。
●  Windowsでご使用の場合は、プリンタドライバの用紙厚の設定を「より厚い紙」

にしてお使いください。
●  ESC/P でご使用の場合は、プリンタのレベル１メニュー設定でヨウシアツの設定

を「ヨリアツイカミ」にしてお使いください。
●  往復はがきをご使用のときは、給紙方向に注意してください。

給紙方向�
給紙方向�

●ＯＨＰフィルム
厚さ 0.08mm～ 0.11mmのレーザプリンタ用ＯＨＰフィルムをご使用ください。

 お願い
●  給紙カセットからは給紙できません。手差しまたは給紙トレイ（オプション）をお

使いください。また、印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。（「印刷面

を上に向けて排紙する」（40ページ）参照）
●  用紙全体に薄くトナーが付着したり、印刷が薄いことがあります。
●  Windows でご使用の場合は、プリンタドライバの用紙厚の設定を「OHP シート」

にしてお使いください。
●  ESC/P でご使用の場合は、プリンタのレベル１メニュー設定でヨウシアツの設定

を「OHP」にしてお使いください。
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●ラベル紙
厚さ 0.1～ 0.15mmのレーザプリンタ用ラベル紙で、紙質は普通紙と同等のものを

ご使用ください。

 お願い
●  給紙カセットからは給紙できません。手差しまたは給紙トレイ（オプション）をお

使いください。また、印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。（「印刷面

を上に向けて排紙する」（40ページ）参照）
●  Windows でご使用の場合は、プリンタドライバの用紙厚の設定を「より厚い紙」

にしてお使いください。
●  ESC/P でご使用の場合は、プリンタのレベル１メニュー設定でヨウシアツの設定

を「ヨリアツイカミ」にしてお使いください。

●プレプリント紙、カラー紙
カラー紙の着色顔料やプレプリント用のインクが耐熱性で、190℃でも変質しなく、

紙質は普通紙と同等のものをご使用ください。

 お願い
　印刷枠を設ける場合、次の印刷位置のバラツキを十分考慮に入れて設計してくださ

い。

　位置精度　　Ａ４サイズで±２mm 程度

　用紙の傾き　100mm当たり±１ mm 程度

　画像の伸縮　100mm当たり±１ mm 程度

●厚紙
連量 75～ 90kg (87 ～ 105g/m2）の用紙をご使用ください。

 お願い
●  給紙カセットからは給紙できません。手差しまたは給紙トレイ（オプション）をお

使いください。また、印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。（「印刷面

を上に向けて排紙する」（40ページ）参照）
●  用紙全体に薄くトナーが付着したり、印刷が薄いことがあります。
●  Windows でご使用の場合は、プリンタドライバの用紙厚の設定を「厚い紙」にし

てお使いください。
●  ESC/P でご使用の場合は、プリンタのレベル１メニュー設定でヨウシアツの設定

を「アツイカミ」にしてお使いください。
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 ◆使用できない用紙　

以下に挙げる用紙は、紙づまりを起こしたり、プリンタ本体の故障の原因となったり、

またはきれいに印刷できなかったりしますので、使用しないでください。

• 厚すぎる用紙や、薄すぎる用紙
• 湿っている用紙や、濡れている用紙
• 一度印刷された用紙
• 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙
• 反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙
• カールしている用紙
• 静電気で密着している用紙
• 長方形以外の用紙や、バインダー用の穴またはミシン目のある用紙
• 表面を加工、または特殊なコーティングをした用紙（感熱紙、カーボン紙など）
• オフセット印刷用の用紙や酸性紙（中性紙をご使用ください）
• インクに導電材料（金属、カーボンなど）を使用したり、190℃以上の熱でガスが
発生するインクを使用したプレプリント用紙

• 190℃以下の熱で溶けたり、変質する用紙
• ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙
• ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙
• 裁断部のバリが大きい用紙
• 紙粉の多い用紙
• 台紙全体がラベルで覆われていない、または用紙端までカットラインのあるラベル
用紙

×使用できません�

つるつるした台紙面� 全面ラベル紙�

○使用できます�
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 ◆用紙保管上のご注意　

用紙は水分を吸収しやすい特性を持っているため、非常に変化しやすいものです。製造

条件を厳重に管理して製造した用紙でも、保管状態が悪いと品質が損なわれ、印刷品質

や紙送りなどに悪い影響を与えます。以下に示す保管上の注意事項を守って、最良の状

態で保管してください。

用紙は次のような場所に保管してください。

• 暗く、湿気の少ない平らな書棚の中のような場所。
• 平らなパレットの上。
• 温度 20℃、湿度 50％RHの環境。

次のような場所は避けてください。

• 床の上に直接置く。
• 直射日光の当たる場所。
• 外壁の内側の近く。
• 段差や、曲がりのある場所。
• 静電気が発生するところ。
• 過度の温度上昇と、急激な温度変化のあるところ。
• 複写機、空調機、ヒータ、ダクトのそば。

長期間放置した用紙を使用した場合、うまく印刷できないことがあります。

用紙を長期間保管するときは、次の配慮をしてください。

• 開封後の残りの用紙は、ほこりが付かないよう、包装してあった紙に包む。
• 長期間プリンタを使用しないときは、給紙カセット等から用紙を抜き取り、包装し
てあった紙に包む。

  ●ガイド●
長期間放置した用紙を使用した場合、うまく印刷できないことがあります。
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第 3 章　プリンタの設置
この章では、本プリンタの設置条件および設置のしかた、
トナーカートリッジの取り付けかた、用紙セットのしかた、
用紙排出面の切り替えかた、電源コードの接続と電源の投
入／切断のしかた、メニュー設定一覧の印刷のしかたにつ
いて説明します。
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設置条件
本プリンタを最良の状態でご使用いただくため、以下に説明する電源の条件や動作環境

を満足する場所に設置してください。

 ◆電源の条件　

電源の条件や電源との接続には、以下の条件を守ってください。

●電源の条件
電源は次の条件に適合するものを使用してください。

　• 交流（ＡＣ）100Ｖ± 10Ｖ
　• 電源周波数　50Hzまたは 60Hz±１ Hz
電源が不安定な場合は、電圧調整器などをご使用ください。

 お願い
本プリンタの最大消費電力は、約550Ｗです。電源容量に十分余裕があることを確認

してください。

●電源との接続
電源との接続に際しては、次の点にご注意ください。

　• 本プリンタと同じコンセントに他の電気製品を接続しないでください。
　　特に、空調機、複写機、シュレッダーなどと接続すると、電気的ノイズによって

プリンタが誤動作することがあります。やむを得ず同じコンセントに接続すると

きは、市販のノイズフィルタかトランスをご使用ください。

　• 電源コードが踏まれない場所に設置し、電源コードの上に物を置かないでください。
　• 延長コードを使用する場合は、15Ａ以上のものを使ってください。

 ◆動作環境　

設置に際しては､「プリンタ設置および移動時のご注意」( ii ページ）をお読みください。

●温度および湿度
動作環境として、次の温度、湿度を満足する場所に設置してください。

　• 周囲温度：10～ 32℃
　• 周囲湿度：20～ 80％RH (相対湿度)
冬季には、結露しないようご注意ください。

●動作環境に関する注意事項
周囲温度や周囲湿度を満足するとともに、次の点にもご注意ください。

　• 周囲湿度が 30％以下の場所に設置する場合は、静電気を防止するため加湿器ま
たは静電気防止マットなどをご使用ください。

　• 周囲温度の急激な変化によって、プリンタ内部に結露することがあります。結露
のときは、プリンタが周囲の温度になじむまで１時間以上放置して水滴がなく

なったことを確認の上電源を入れてください。
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 ◆設置スペースと寸法　

設置に際しては、スムーズに操作ができるよう、プリンタのまわりに十分スペースをと

ってください。本プリンタに必要なスペースと寸法について以下で説明します。

●設置スペース
操作に必要なスペースは下図のとおりです。給紙カセットを引き出した場合のスペー

スを示しています。また、設置する台は、プリンタの足全体が十分にのる大きさのも

のを準備してください。

500mm以上�

200mm以上�

200mm以上�1000mm以上�

給紙カセットを引き出したとき�

 お願い
プリンタは、傾きが２゜以下となるように、平坦なところに設置してください。印刷

がかすれるなどの印刷不良の原因となります。
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●プリンタの寸法
標準構成とフル構成のオプション品を付けたときの寸法を示します。設置の際の参考

にしてください。

●標準装備の場合

約213mm

約597mm

約129mm 395mm

330mm

約263mm200mm

約76mm

●給紙トレイと拡張給紙ユニットを装着した場合

約335mm 303mm
316mm 約379mm

90mm 612mm

約778mm

約76mm

121mm 456mm
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プリンタの設置のしかた
 ◆梱包材の取り外し　

本プリンタには、下図に示すような梱包材が付いています。

本プリンタを使用する前に、梱包材のテープをはがします。

  注意 故　障　梱包材を付けたままプリンタを使用すると、故障の原因になります。

テープ�
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 ◆トナーカートリッジの取り付けかた　

本プリンタには、トナーカートリッジが１個添付されています。

本プリンタを使用する前に、必ず取り付けてください。

q　スタッカカバーを開ける
q　スタッカカバー両側のノブを押し、ロックを外します。

w　そのまま静かに持ち上げて開きます。

ノブ�

w　プロセスカートリッジを取り出す
q　手差しトレイを開きます。

w　プロセスカートリッジを落とさないよう両手で持ち、静かに取り出します。

e　平らなテーブルの上に置き、保護シートを引き抜きます。

保護シート�
�

 お願い
● プロセスカートリッジを取り出すときは、傾けず水平に取り出してください。
● プロセスカートリッジは光に対して非常に敏感です。取り扱いには、次の点に注意

してください。

　•  直射日光や強い光（約1500ルクス以上）に当てないでください。通常の室内の
明りの下でも５分以上は放置しないでください。

　•  感光ドラム（緑の筒）は非常に傷つきやすいため、絶対に手を触れないでくださ
い。
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e　プロセスカートリッジをセットする
q プロセスカートリッジを落とさないよう両手で持ち、プリンタに静かに載せます。

w プロセスカートリッジ上面の「PUSH」と書かれた部分（２ヵ所）を指で押しま

す。

e プロセスカートリッジからスポンジを取り外します。

r 手差しトレイを閉じます。

スポンジ�

 お願い
プロセスカートリッジをセットするときは、傾けず水平に入れてください。

r　トナーカートリッジを用意する
q　包装袋を開けてトナーカートリッジを取り出します。

w　トナーカートリッジを図のように、縦と横にしてそれぞれ数回振ります。

 お願い
この操作は、トナーの状態を均一にするために必要です。必ず行ってください。トナ

ーの状態が均一になっていないと、印字品質が低下することがあります。
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e　トナーカートリッジを水平にし、テープをゆっくりはがします。

テープ�

t　トナーカートリッジをプロセスカートリッジにセットする
q　テープをはがした面を下にして、トナーカートリッジの左側のガイドをプロセス

カートリッジのカートリッジ押さえの下に入れます。

w　トナーカートリッジ右側のガイド溝をプロセスカートリッジのカートリッジガイ

ドに合わせ、しっかりと押し込みます。

カートリッジ押さえ�

カートリッジガイド�
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y　トナーカートリッジの右側のノブを回す
トナーカートリッジの右側のノブを矢印方向へ、いっぱいに止まるまで回します。

ノブ�

 お願い
トナーカートリッジをきちんと固定してください。きちんと固定されていないと、印

字品質が低下することがあります。

u　スタッカカバーを閉じる
スタッカカバーの中央を、『カチッ』と音がしてロックされるまで押し下げます。両側

のノブがロックされたか、確認してください。

  ●ガイド●
トナーカートリッジの交換または取り付け後に、「トナーロー」または「トナーコ

ウカン」表示が消えないことがありますが、故障ではありません。この場合、スタ

ッカカバーの開閉を行い、プリンタのモータが動作後、「トナーロー」または「ト

ナーコウカン」の表示が消えることをご確認ください。

5～ 6回、スタッカカバーの開閉を行い、プリンタのモータが動作しても、「トナ

ーロー」または「トナーコウカン」表示が消えないときは、トナーカートリッジを

セットし直してください。
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用紙のセットのしかた
用紙をセットする方法について説明します。

  ●ガイド●
給紙カセットや給紙トレイに用紙をセットする前に、図のように用紙をさ

ばいてください。

 ◆給紙口と用紙の種類との対応　

本プリンタは、給紙カセットや手差しトレイ、オプション品の給紙トレイを使い分ける
ことによって、いろいろな用紙を使うことができます。以下に、給紙口ごとに用紙の種
類との対応を示します。
本プリンタで使用できる用紙の詳細については、「第２章　用紙について」（11ページ）
をご覧ください。

●給紙カセット
給紙カセットには普通紙を使います。様々なサイズの用紙をセットできます。
給紙カセットの用紙積載可能枚数は、重量が 64g/m2の用紙の場合です。

●手差しトレイ／給紙トレイ（オプション品）
手差しトレイと給紙トレイ（オプション品）に使用できる用紙の種類を示します。
なお、手差しトレイでは、１枚ごとの手差し印刷になります。

（給紙トレイは64g/m2の用紙の場合、100枚セットできます。官製はがきの場合、50枚セットできます。）

  ●ガイド●
選択されている給紙口が「用紙なし」になった場合は、オフラインとなり他の給紙
カセット、給紙トレイに用紙があっても印刷できません。（ただし、手差しトレイ
からの印刷は可能です）
選択されている給紙口に用紙を補給すると、プリンタはオンライン状態になります。

*1：プリンタのメニュー設定（ESC/P モード）では短辺は最大216mmです。
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 ◆給紙カセットへの用紙のセット　

給紙カセットに、用紙をセットする方法を説明します。

 お願い
●  用紙は、印刷する面を下にしてセットしてください。
●  用紙ガイドは、用紙との間に隙間ができないようにセットしてください。

　また、用紙が曲がるほど、用紙ガイドを強く押しつけないでください。
●  指定した位置を越えて用紙をセットしないでください。
●  厚紙や、ＯＨＰフィルム、ラベル紙などの特殊紙は使えません。
●  給紙カセットを差し込むときは、あまり勢いよく押さないでください。
●  印刷中は、給紙カセットを引き出さないでください。
●  拡張給紙ユニットを使って、下段カセットから給紙しているときは、拡張給紙ユニ

ットのフロントカバーを開けないでください。
●  給紙カセットの用紙は、完全になくなってから、補充してください。
●  A５より小さい用紙の場合は、印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。

　（「印刷面を上にむけて排紙する」（40ページ）参照）

●標準給紙カセットに用紙をセットする
標準給紙カセットへの用紙のセットは、以下の手順で行います。

q　取っ手を持って標準給紙カセットを引き出す

  ●ガイド●
拡張給紙ユニットを取り付けてあるときに、標準給紙カセットに用紙をセット

する場合は、まず拡張給紙ユニットのフロントカバーを開けて操作してくださ

い。
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w　用紙ガイドをセットする
標準給紙カセット内部の用紙ガイドと用紙ストッパを、使用する用紙サイズに合わせ

てセットします。用紙ストッパは、後ろ側を軽く持ち上げるようにしながら動かしま

す。

用紙ガイド�

用紙ストッパ�
図のように軽く持ち上げながら�
移動させます。�

e　標準給紙カセットに用紙をセットする
印刷面を下にしてセットしてください。

用紙の束が用紙ガイドの保持クリップに押さえられるようにセットしてください。

用紙ガイドの「PAPER FULL」表示ラインまで用紙をセットできます。（64g/m2の用

紙の場合、約 250枚セットできます）

保持クリップ�

PAPER FU

「PAPER FULL」表示ライン�
この線と同じ位置まで用紙をセットできます。�
（64g/m2用紙の場合、約250枚）�
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r　標準給紙カセットをプリンタに差し込む
標準給紙カセットがストップする位置まで押し込むと、「カチッ」と音がしてロック

されます。

拡張給紙ユニットを取り付けてあるときは、拡張給紙ユニットのフロントカバーを閉

じます。

  ●ガイド●
給紙カセット内の用紙量は、カセット前面にあるインジケータ（赤）で確認するこ

とができます。インジケータが下にさがるほど用紙量が少ないことを示します。

インジケータ�
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●拡張給紙カセットに用紙をセットする
拡張給紙カセットを使用するときは、拡張給紙ユニット（オプション品）が必要です。

拡張給紙カセットへの用紙のセットは、以下の手順で行います。

q　取っ手を持って拡張給紙カセットを引き出す

w　用紙ガイドをいっぱいに開く
拡張給紙カセット内部の用紙ガイドの下の方を内側から押し広げていっぱいに開き、

用紙押さえを上げます。

用紙ガイド�

用紙押さえ�
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e　用紙ストッパをセットする
拡張給紙カセット内部の用紙ストッパを、使用する用紙サイズに合わせてセットしま

す。用紙ストッパは、後ろ側を軽く持ち上げるようにしながら動かします。

用紙ストッパ�
図のように軽く持ち上げながら移動させます。�

r　拡張給紙カセットに用紙をセットする
印刷面を下にしてセットしてください。用紙の束が、用紙ガイドの保持クリップに押

さえられるようにセットしてください。用紙ガイドの「PAPER FULL」表示ラインま

で用紙をセットできます。(64g/m2 の用紙の場合、約 500枚セットできます。)

「PAPER FULL」表示ライン�
この線と同じ位置まで用紙をセットできます。�
（64g/m2用紙の場合、約500枚）�

PAPER FULL

保持クリップ�
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t　用紙ガイドを用紙幅にセットする
拡張給紙カセット内部の用紙ガイドを横に空いている穴から用紙に突き当たるまで押

して、用紙幅に合わせます。用紙押さえを戻します。

用紙押さえ�用紙ガイド�

y　拡張給紙カセットを拡張給紙ユニットに差し込む
拡張給紙カセットを、拡張給紙ユニットの給紙カセット取り付け口にゆっくりと差し

込み、カチッという音がしてロックされるまで押し込みます。

  ●ガイド●
給紙カセット内の用紙量は、カセット前面にあるインジケータ（赤）で確認するこ

とができます。インジケータが下にさがるほど用紙量が少ないことを示します。

インジケータ�
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 ◆手差しトレイおよび給紙トレイへの用紙のセット　

手差しトレイおよび給紙トレイには、様々な種類の用紙をセットすることができます。

ここでは、用紙をセットする方法を説明します。

 お願い
●  用紙は、印刷する面を上にしてセットしてください。
●  用紙ガイドは、用紙との間に隙間ができないようにセットしてください。

　また、用紙が曲がるほど、用紙ガイドを強く押しつけないでください。
●  用紙はまっすぐにセットしてください。
●  90× 148 mm以下の用紙は使えません。
●  手差しトレイや給紙トレイの上には、印刷する用紙以外のものを置かないでくださ

い。
●  手差しトレイや給紙トレイを上から押したり、無理な力を加えたりしないでくださ

い。
● A５より小さい用紙や、厚紙、OHP フィルム、ラベル紙、はがき等の特殊紙に印刷

するときは、印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。（「印刷面を上に向

けて排紙する」（40ページ）参照）

●手差しトレイに用紙をセットする
手差しトレイへの用紙のセットは、以下の手順で行います。

q　手差しトレイを開く
手差しトレイの上部の取っ手を持って、手差しトレイを開いていっぱいに倒します。
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w　用紙ガイドを調節する
使用する用紙のサイズに合わせて、用紙ガイドの位置を調節します。

用紙ガイド�

e　用紙を差し込む
用紙の先端が突き当たるまで、用紙ガイドに沿って用紙を差し込みます。

用紙は、自動的に約２cm吸入されて、固定されます。

  ●ガイド●
セットした用紙は、「排出」スイッチを押すと排出されます。

r　次の用紙をセットする
印刷が終了し、次のページの印刷起動が行われると、液晶ディスプレイに〔テサシ　

××ヨウシセット〕と表示されますので、次に印刷する用紙をセットしてください。

　テサシ ×× ＝用紙サイズ

　××ヨウシセット
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●給紙トレイに用紙をセットする
給紙トレイへの用紙のセットは、以下の手順で行います。

q　用紙サポータを引き出す
Ａ５サイズ（148× 210 mm）よりも大きな用紙をセットするときは、用紙サポータ

をいっぱいに引き出します。

用紙サポータ�

w　給紙カバーを開く
給紙カバーをいっぱいに開き、用紙押さえを上げます。(用紙押さえは、給紙カバーと

連動して動きます。)

用紙押さえ�

給紙カバー�

e　用紙ガイドを調節する
使用する用紙に合わせて、用紙ガイドの位置を調節します。

用紙ガイド�
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r　用紙を差し込む
先端が突き当たるまで、用紙ガイドに沿って用紙を差し込みます。

（64g/m2の用紙の場合、約 100枚セットできます。官製はがきの場合、約 50枚セッ

トできます。）

矢印の線まで用紙を�
セットできます。�

t　給紙カバーを閉じる
給紙カバーを閉じ、用紙押さえを下げます。（用紙押さえは、給紙カバーと連動して

動きます。）

給紙カバー�
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用紙排出面の切り替え
用紙の排出面を切り替える方法について説明します。

 ◆印刷面を下に向けて排紙する　

普通紙への印刷時は、印刷面を下にして排出します。印刷した順に重ねて取り出すこと

ができます。

 お願い
A５より小さい用紙や厚紙、OHP フィルム、ラベル紙、はがきなどの特殊紙に印刷す

るときは、印刷面を下に向けて排出しないでください。紙づまりの原因になります。

q　用紙サポータを倒し、スタッカプレート（フェイスアップ）を押し込みます。

用紙サポータ�

スタッカプレート�
（フェイスアップ）�

w　スタッカプレート（フェイスダウン）を引き出し、用紙サポータを起こします。
プリンタの上部（スタッカカバー）が用紙受けになります。

スタッカカバー�

スタッカプレート�
（フェイスダウン）�

用紙サポータ�

 お願い
●   印刷中にスタッカプレート（フェイスアップ）を引き出したり、押し込んだりし

ないでください。紙づまりの原因になります。
●   印刷面を下に向けて排紙するときは、必ずスタッカプレート（フェイスアップ）を

押し込んでください。
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 ◆印刷面を上に向けて排紙する　

ＯＨＰフィルムやラベル紙などの特殊紙、厚手の用紙、官製はがきなどに印刷するとき

は、印刷面を上にして排紙します。用紙が曲がらずにまっすぐなまま、排出できます。

 お願い
薄手の用紙や、普通紙でもＡ５より小さいものは、印刷面を上にむけて排出してくだ

さい。紙づまりを予防できます。

q　用紙サポータを倒し、スタッカプレート（フェイスダウン）を押し込みます。

スタッカプレート�
（フェイスダウン）�

スタッカカバー�

用紙サポータ�

w　スタッカプレート（フェイスアップ）を引き出し、用紙サポータを起こします。
これが用紙受けになります。

用紙サポータ�

スタッカプレート�
（フェイスアップ）�

 お願い
印刷中にスタッカプレート（フェイスアップ）を押し込んだり、引き出したりしない

でください。紙づまりの原因になります。
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電源コードの接続
本プリンタの電圧定格値は、交流100Vです。

上記の定格は、プリンタの後部にある製造銘板に表示してあります。プリンタの定格電

圧が、使用するコンセントの電圧と一致するか確認してください。

  警告 感　電　電源コードを接続するときは、必ず電源スイッチをＯＦＦ（○側）にしてく

ださい。電源を切らずに接続すると、感電の原因となります。

火　災　電源コードのアース線は必ず専用のアース端子に接続してください。

感　電　危険ですので次の箇所には絶対に接続しないでください。

　　　　・ガス管（火災や爆発の危険があります）

　　　　・ 電話専用アース線・避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり危

険です）

　　　　・水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの

役目をはたしません）

電源の切断を確認し、電源コードを接続します。

q　電源スイッチがＯＦＦ（○側）になっていることを確認します。

w　電源コードをプリンタ後側面にあるコネクタに差し込みます。

e　電源プラグから出ているアース線をアース端子に取り付け、電源プラグを交流100V

のコンセントに差し込みます。

アース線�

電源プラグ�

POWER

ON OFF
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電源の投入と切断
プリンタの設置と接続が終わったら、電源を入れます。

以下に、電源の入れかたと切りかたを説明します。

 ◆電源を入れる　

電源スイッチをＯＮ（｜側）にします。電源が入ります。

初期化、ウォームアップが開始され、液晶ディスプレイに次のようなメッセージが表示

されます。

■■■■■■■■  オペレータパネルのチェックを行っています。

■■■■■■■■

h

イニシャルチュウ プリンタ本体のチェックと初期化を行っています。

h

オンライン オンライン状態になります。

ＥＳＣ／Ｐ

 お願い
 電源を入れても「オンライン」表示にならないときは、第７章「こんなときには」

(127ページ）をお読みください。
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 ◆電源を切る　

電源を切るときは、電源スイッチをＯＦＦ（○側）に倒します。電源が切断され、オペ

レータパネルの液晶ディスプレイの表示が消えます。

 お願い
印刷中には電源を切らないでください。もし、電源を切ってしまったときは、スタ

ッカカバーを開けて用紙がプリンタ内に残っていないことを確認してください。
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メニューの内容を印刷する
プリンタ内部に記憶されているメニュー設定の一覧表を印刷します。

メニュー印刷は、現在選択されている給紙口の用紙に印刷されます。

 お願い
メニュー印刷を行うときは、必ずＡ４の用紙を使用してください。

Ａ４以外の用紙でメニュー印刷を行うと、全てのメニュー項目が印刷できないことが

あります。

オンライン� オフライン q　「オンライン」スイッチを押し、〔オフライン〕

ＥＳＣ／Ｐ 　　　を表示します。

用紙選択�

メニュー印刷� メニュー w　「メニュー印刷」スイッチを２秒以上押します。

２秒以上 インサツチュウ 　　メニュー印刷をはじめます。

オンライン� オンライン e　印刷が終わったら「オンライン」スイッチを押し、

ＥＳＣ／Ｐ 　　　〔オンライン〕表示に戻します。

「メニュー印刷」は、次のようなフォーマットで印刷されます。
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＜メニュー印刷例＞
メニュー設定内容の印刷結果は、次のようになります。（縮小率50％）

• Ｆ／Ｗ 01.26と表示される部分の数字は変わることがあります。
• メニュー設定の内容によっては、表示されない項目があります。
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第 4 章　パソコンからの印刷
この章では、パソコンとの接続のしかた、Windows 用プリ
ンタドライバ（Windows Me、Windows 98、Windows 95、
Windows 3.1、Windows 2000、Windows NT4.0）のインストー
ルのしかたと印刷のしかた、ESC/P モードからの印刷のし
かたなどについて説明します。
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プリンタドライバの動作環境
● Windows Me
Windows Me日本語版の動作するPC/AT互換機で、次の条件を満たすもの。

CPU Pentium 150MHz以上（推奨　Pentium 166MHz以上）

メモリ 32MB以上（推奨　64MB以上）

ハードディスク 20MB以上の空き容量

接続ポート IEEE1284に準拠した双方向パラレルポート

● Windows 98/95
Windows 98日本語版、Windows 95日本語版の動作する PC/AT互換機で、次の条件

を満たすもの。

CPU i486DX2 66MHz以上（推奨　Pentium 133MHz以上）

メモリ 16MB以上（推奨　32MB以上）

ハードディスク 16MB以上の空き容量

接続ポート IEEE1284に準拠した双方向パラレルポート

● Windows 3.1
Windows 3.1 日本語版エンハンスモードの動作する PC/AT互換機で、次の条件を満

たすもの。

CPU i486DX2 66MHz以上（推奨　Pentium 133MHz以上）

メモリ 8MB以上（推奨　16MB以上）

ハードディスク 16MB以上の空き容量

接続ポート IEEE1284に準拠した双方向パラレルポート

● Windows 2000
Windows 2000 Professional 日本語版または Windows 2000 Server 日本語版の動作

する  PC/AT互換機で、次の条件を満たすもの。

CPU Pentium 133MHz以上（推奨　Pentium 166MHz以上）

メモリ 32MB以上（推奨　64MB以上）

仮想メモリ 32MB以上の空き容量

ハードディスク 20MB以上の空き容量

接続ポート IEEE1284に準拠した双方向パラレルポート

● Windows NT4.0
Windows NT Server4.0 日本語版または Windows NT Workstation4.0 日本語版の動

作するPC/AT互換機で、次の条件を満たすもの。

CPU Pentium 90MHz以上（推奨　Pentium 133MHz以上）

メモリ 32MB以上（推奨　64MB以上）

仮想メモリ 32MB以上の空き容量

ハードディスク 20MB以上の空き容量

接続ポート IEEE1284に準拠した双方向パラレルポート
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 お願い
次のような場合、本プリンタが正常に動作しないことがあるので、ご注意ください。
● 日本語版以外の Windows Me/98/95/3.1、Windows 2000/NT4.0では動作し

ません。
● MS-DOSおよびWindowsの DOS プロンプトでは動作しません。
● WIN-OS/2および Windows NT 3.5/3.51では動作しません。
● Windows 2000/NT4.0は、ARC 互換 RISCベースのプロセッサ（MIPSRシリー

ズ、Alpha、PowerPCTMなど）のシステムには対応していません。
● 双方向通信に対応したプリンタと同一ポートを共存して使用することはできませ

ん。次のプリンタとは、共存できません。

＝ Microsoft Windows Printing Systemに対応したプリンタ＝

＝カラーインクジェットプリンタ＝

XJ-300, XJ-330, XJ-350, XJ-500, XJ-550, XJ-600, XJ-610, XJ-700,

XJ-800

＝カラースキャナ＆プリンタ＝

XJS-400

＝イメージプロセッサ＝

IA-3000
● パラレルポートがECPモードになっていると、正常に動作しない場合がありま

す。ECPモードになっている場合は、ご使用のパソコンの取扱説明書をご覧の上、

他のモードへ変更してご使用ください。
●プリンタ切替器に接続していると、正常に印刷できない場合があります。このよ

うな場合は、プリンタ切替器をはずしてご使用ください。

  ●ガイド●
● フロッピードライブの表記について

本書では、フロッピードライブ名は、A：　　を例にしています。通常、フロッ

ピードライブは 、PC/AT 互換機（DOS/V、PC98-NX）では　A：　　になって

います。お使いのパソコンのフロッピードライブをご確認の上、入力してくださ

い。
● Windows画面の図について

・Windows Me/98/95/3.1/2000/NT4.0共通の画面は、基本的に Windows 98

の画面を例にしています。

・お使いの OS（Windows Me/98/95/3.1/2000/NT4.0）によって、画面表示

や選択肢の内容が一部異なる場合があります。
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パソコンと接続する
本プリンタは IEEE 1284準拠のパラレルインタフェースを標準装備しています。バラ

レルインタフェースにパソコンを接続する方法について説明します。

接続ケーブルについては、次の制約があります。

･パソコンとプリンタの接続には、シールドケーブルをお使いください。

･ケーブルの長さは、1.5メートル以下のものをお使いください。

  警告 感　電 プリンタケーブルを接続するときは、必ず本プリンタとパソコンの電源を

切ってください。電源を切らずに接続すると、感電の原因となります。

  注意 故　障 ケーブルの接続は本書をよく読み、接続に間違いがないようにしてくださ

い。特に接続するときは、必ず本プリンタとパソコンの電源を切ってくだ

さい。

誤った接続状態で使用すると、本プリンタおよびパソコンが故障する原因

となることがあります。

 お願い
本プリンタには、プリンタケーブルは添付されていません。パソコンに添付のケーブ

ルか別売ケーブルをお使いください。（「プリンタケーブル」８ページ参照）
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 プリンタケーブルの接続は以下の手順で行います。

q　プリンタとパソコンの電源の切断を確認する
電源スイッチがＯＦＦ（○側）になっていることを確認します。

 お願い
プリンタケーブルを接続するときは、必ずパソコンの電源も切ってください。

w　プリンタケーブルを接続する
プリンタケーブルをプリンタ背面下部のコネクタに差し込み、コネクタ両端のワイヤ

クリップで固定します。

ワイヤ�
クリップ�

e　 プリンタケーブルのもう一方のコネクタをパソコンのプリンタコネクタに接続
する
パソコン側への接続は、パソコン側の取扱説明書を参照してください。
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Windows Meから印刷する
●プリンタドライバの動作環境
Windows Me日本語版の動作するパーソナルコンピュータ

IBM PC/AT 互換機、PC-9821 シリーズで IEEE1284に準拠した双方向パラレルポー

トをサポートしている機種

Pentium 150MHz/RAM 32MB以上

ハードディスクの空き20MB以上（スプールに使用）

快適な印刷環境を得るために、Pentium 166MHz以上 /RAM 64MB以上を推奨しま

す。
  ●ガイド●
Windows Me英語版では動作しません。

●プリンタドライバディスクの構成

  ●ガイド●
●   README.TXTには、プリンタドライバを使用する上で、最新の注意事項が記述

されています。インストール前に必ずお読みください。
●   拡張子が .dll、.drvのファイルは隠しファイルになっているため、ウィンドウに

表示されない場合があります。
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 ◆プリンタドライバをインストールする　

説明の中では、フロッピィディスクドライブは、Ａ：ドライブを例に、インストールす

るものとします。

 お願い
●『プリンタ』フォルダに『XL-2110』がすでに登録されている場合は、『XL-2110』

のアイコンを右クリックし、『削除』を行ってからセットアップしてください。
● すでにWindows Meが起動している場合は、再起動してください。

q　プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源をオンにしてから、Windows
Meを起動します。

w　新しいハードウェアが検出されます。

 お願い
● 新しいハードウェアが検出されない場合は、『プリンタの追加ウィザード』からセッ

トアップしてください。『マイコンピュータ』→『コントロールパネル』→『プリ

ンタ』→『プリンタの追加』アイコンをダブルクリックして、画面の指示に従って

セットアップを進めてください。
● 出力ポートはLPT1 を選択してください。COM ポートはサポートしていません。

e　プリンタドライバをインストールします。
q　『新しいハードウェアの追加ウィザード』ダイアログが表示されたら、検出され

たハードウェアがXL-2110 であることを確認してください。

w　プリンタドライバディスクをセットし、『適切なドライバを自動的に検索する

（推奨）』を選択して、『次へ』をクリックします。
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r　以降、プリンタウィザードの指示に従って設定をします。
q　プリンタの名前を設定し、『はい』をクリックします。

w　『完了』をクリックします。

　

e　『完了』をクリックします。

　

t　インストールが終了すると、プリンタのアイコンが表示されます。
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 ◆印刷条件を設定する　

q　用紙サイズ、印刷の向き、給紙方法を設定します。
使用する用紙サイズなどの設定は、『マイコンピュータ』→『コントロールパネル』→

『プリンタ』→『XL-2110』アイコンを右クリックし、『プロパティ』で設定します。

詳細は、プリンタドライバの機能（89ページ）を参照します。

  ●ガイド●
●  設定は、Windows での設定が優先され、プリンタのオペレータパネルの設定は

無視されます。
●  アプリケーションによっては、アプリケーションでの設定が、プリンタドライバ

の設定より優先されることがあります。
●  アプリケーションで表示される『用紙設定』の項目は、アプリケーションによっ

て異なる場合があります。各アプリケーションのマニュアルの印刷方法の項目を

参照してください。
●  性能向上のために、プリンタドライバの機能の一部が変更されることがあります。

詳細はオンラインヘルプをご覧ください。
●  プリンタドライバで設定した用紙サイズと、プリンタにセットされている用紙サ

イズは、必ず同じサイズにしてください。

注）バージョンアップなどにより、プリンタドライバの内容と本書の記載が異なる場合が

あります。
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w　Windows Meから印刷します。
　　印刷方法はアプリケーションによって異なります。
　　詳しくは、各アプリケーションのマニュアルをご覧ください。

  ●ガイド●
●  ギザギザのないきれいな文字を印刷するために、MS明朝、MSゴシックなどの

True Typeアウトラインフォントを指定してください。
●  Windows からの印刷を中止した直後に DOSのアプリケーションからの印刷を行

おうとすると、ESC/P による印刷が正常に行えない場合があります。このような

場合にはプリンタの電源を入れ直してください。
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Windows 98から印刷する
●プリンタドライバの動作環境
Windows 98日本語版の動作するパーソナルコンピュータ

IBM PC/AT 互換機、PC-9821 シリーズで IEEE1284に準拠した双方向パラレルポー

トをサポートしている機種

486DX2 66MHz/RAM 16MB 以上

ハードディスクの空き16MB以上（スプールに使用）

快適な印刷環境を得るために、Pentium 133MHz以上 /RAM 32MB以上を推奨しま

す。

  ●ガイド●
Windows 98英語版では動作しません。

●プリンタドライバディスクの構成

  ●ガイド●
●   README.TXTには、プリンタドライバを使用する上で、最新の注意事項が記述

されています。インストール前に必ずお読みください。
●   拡張子が .dll、.drv のファイルは隠しファイルになっているため、ウィンドウに

表示されない場合があります。
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 ◆プリンタドライバをインストールする　

説明の中では、フロッピィディスクドライブは、Ａ：ドライブを例に、インストールす

るものとします。

 お願い
●『プリンタ』フォルダに『XL-2110』がすでに登録されている場合は、『XL-2110』

のアイコンを右クリックし、『削除』を行ってからセットアップしてください。
● すでにWindows 98が起動している場合は、再起動してください。

q　プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源をオンにしてから、Windows
98を起動します。

w　新しいハードウェアが検出されます。

 お願い
● 新しいハードウェアが検出されない場合は、『プリンタの追加ウィザード』からセッ

トアップしてください。『マイコンピュータ』→『プリンタ』→『プリンタの追加』

アイコンをダブルクリックして、画面の指示に従ってセットアップを進めてくださ

い。
● 出力ポートはLPT1 を選択してください。COM ポートはサポートしていません。

e　プリンタドライバをインストールします。
q　『新しいハードウェアの追加ウィザード』ダイアログが表示されたら、『次へ』

をクリックします。
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w　『使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨）』を選択し、『次へ』を

クリックします。

e　プリンタドライバディスクをセットし、『検索場所の指定』をチェックし、

   「A:¥WIN98_95」と入力して、『 次へ』をクリックします。

  ●ガイド●
NEC WindowsではフロッピードライブがＢ:￥の場合があります。
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r　以降、プリンタウィザードの指示に従って設定をします。
q　プリンタの名前を設定し、『はい』をクリックします。

w　『完了』をクリックします。

e　『完了』をクリックします。

t　インストールが終了すると、プリンタのアイコンが表示されます。



第 4 章　パソコンからの印刷

61

 ◆印刷条件を設定する　

q　用紙サイズ、印刷の向き、給紙方法を設定します。
使用する用紙サイズなどの設定は、『マイコンピュータ』→『プリンタ』→『XL-2110』

アイコンを右クリックし、『プロパティ』で設定します。

詳細は、プリンタドライバの機能（89ページ）を参照します。

  ●ガイド●
●  設定は、Windows での設定が優先され、プリンタのオペレータパネルの設定は

無視されます。
●  アプリケーションによっては、アプリケーションでの設定が、プリンタドライバ

の設定より優先されることがあります。
●  アプリケーションで表示される『用紙設定』の項目は、アプリケーションによっ

て異なる場合があります。各アプリケーションのマニュアルの印刷方法の項目を

参照してください。
●  性能向上のために、プリンタドライバの機能の一部が変更されることがあります。

詳細はオンラインヘルプをご覧ください。
●  プリンタドライバで設定した用紙サイズと、プリンタにセットされている用紙サ

イズは、必ず同じサイズにしてください。

注）バージョンアップなどにより、プリンタドライバの内容と本書の記載が異なる場合が

あります。
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w　Windows 98から印刷します。
　　印刷方法はアプリケーションによって異なります。
　　詳しくは、各アプリケーションのマニュアルをご覧ください。

  ●ガイド●
●  ギザギザのないきれいな文字を印刷するために、MS明朝、MSゴシックなどの

True Typeアウトラインフォントを指定してください。
●  Windows からの印刷を中止した直後に DOSのアプリケーションからの印刷を行

おうとすると、ESC/P による印刷が正常に行えない場合があります。このような

場合にはプリンタの電源を入れ直してください。
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Windows 95から印刷する
●プリンタドライバの動作環境
Windows 95日本語版の動作するパーソナルコンピュータ

IBM PC/AT 互換機、PC-9821 シリーズで IEEE1284に準拠した双方向パラレルポー

トをサポートしている機種

486DX2 66MHz/RAM 16MB 以上

ハードディスクの空き16MB以上（スプールに使用）

快適な印刷環境を得るために、Pentium 133MHz以上 /RAM 32MB以上を推奨しま

す。

  ●ガイド●
Windows 95英語版では動作しません。

●プリンタドライバディスクの構成

  ●ガイド●
●   README.TXTには、プリンタドライバを使用する上で、最新の注意事項が記述

されています。インストール前に必ずお読みください。
●   拡張子が .dll、.drv のファイルは隠しファイルになっているため、ウィンドウに

表示されない場合があります。



第 4 章　パソコンからの印刷

64

 ◆プリンタドライバをインストールする　

説明の中では、フロッピィディスクドライブは、Ａ：ドライブを例に、インストールす

るものとします。

 お願い
●『プリンタ』フォルダに『XL-2110』がすでに登録されている場合は、『XL-2110』

のアイコンを右クリックし、『削除』を行ってからセットアップしてください。
● すでにWindows 95が起動している場合は、再起動してください。

q　プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源をオンにしてから、Windows
95を起動します。

w　新しいハードウェアが検出されます。

 お願い
● 新しいハードウェアが検出されない場合は、『プリンタの追加ウィザード』からセッ

トアップしてください。『マイコンピュータ』→『プリンタ』→『プリンタの追加』

アイコンをダブルクリックして、画面の指示に従ってセットアップを進めてくださ

い。
● 出力ポートはLPT1 を選択してください。COM ポートはサポートしていません。

e　プリンタドライバをインストールします。
次の画面が表示されている場合はq　に進みます。
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次の画面が表示されている場合はeに進みます。

q　『新しいハードウェア』ダイアログが表示されたら、『ハードウェアの製造元が

提供するドライバ』を選択し、『OK』をクリックします。

w　プリンタドライバディスクをセットし、配布ファイルのコピー元に

「A:¥WIN98_95」と入力して、『OK』をクリックします。

  ●ガイド●
 NEC Windowsではフロッピードライブが B:￥の場合があります。

rに進んでください。
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e　『デバイスドライバウィザード』ダイアログが表示されたら、『次へ』をクリック

します。

r　プリンタドライバディスクをセットし、『場所の指定』をクリックします。

t　場所に「A:¥WIN98_95」と入力して、『OK』をクリックします。

  ●ガイド●
NEC Windowsではフロッピードライブが B:￥の場合があります。
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r　以降、プリンタウィザードの指示に従って設定をします。
q　プリンタの名前を設定し、『はい』をクリックします。

w　『完了』をクリックします。

e　ファイルのコピー元に「A:¥WIN98_95」と入力して、『OK』をクリックします。

　　この画面は表示されない場合があります。

  ●ガイド●
NEC Windowsではフロッピードライブが B:￥の場合があります。
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t　インストールが終了すると、プリンタのアイコンが表示されます。
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 ◆印刷条件を設定する　

q　用紙サイズ、印刷の向き、給紙方法を設定します。
使用する用紙サイズなどの設定は、『マイコンピュータ』→『プリンタ』→『XL-2110』

アイコンを右クリックし、『プロパティ』で設定します。

詳細は、プリンタドライバの機能（89ページ）を参照します。

  ●ガイド●
● 設定は、Windows での設定が優先され、プリンタのオペレータパネルの設定は

無視されます。
● アプリケーションによっては、アプリケーションでの設定が、プリンタドライバ

の設定より優先されることがあります。
● アプリケーションで表示される『用紙設定』の項目は、アプリケーションによっ

て異なる場合があります。各アプリケーションのマニュアルの印刷方法の項目を

参照してください。
● 性能向上のために、プリンタドライバの機能の一部が変更されることがあります。

詳細はオンラインヘルプをご覧ください。
● プリンタドライバで設定した用紙サイズと、プリンタにセットされている用紙サ

イズは、必ず同じサイズにしてください。

注）バージョンアップなどにより、プリンタドライバの内容と本書の記載が異なる場合

があります。
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w　Windows 95から印刷します。
　　印刷方法はアプリケーションによって異なります。
　　詳しくは、各アプリケーションのマニュアルをご覧ください。

  ●ガイド●
● ギザギザのないきれいな文字を印刷するために、MS明朝、MSゴシックなどの

True Type アウトラインフォントを指定してください。

● Windows からの印刷を中止した直後に DOSのアプリケーションからの印刷を行

おうとすると、ESC/P による印刷が正常に行えない場合があります。このような

場合にはプリンタの電源を入れ直してください。
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Windows 3.1から印刷する
●プリンタドライバの動作環境
MS-DOS上で動作する Windows 3.1日本語版エンハンスドモードの動作するパーソ

ナルコンピュータ

IBM PC/AT互換機、PC-98シリーズで IEEE1284に準拠した双方向パラレルポート

をサポートしている機種

486DX2 66MHz/RAM 8MB 以上

ハードディスクの空き16MB以上（スプールに使用）

快適な印刷環境を得るために、Pentium 133MHz以上／ RAM 16MB以上を推奨しま

す。
  ●ガイド●

●  Windows 3.1は、最新バージョンにアップデートすることをお勧めします。
●  Windows 3.1英語版では動作しません。

●プリンタドライバディスクの構成

  ●ガイド●
●  README.TXTには、プリンタドライバを使用する上で、最新の注意事項が記述

されています。必ずお読みください。
●  プリンタに添付されているフロッピィディスクは 1.44MBです。1.2MB のドラ

イブで使用するときは、1.2MB のフロッピィにコピーしてからご使用ください。
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 ◆プリンタドライバをインストールする　

説明の中では、フロッピィディスクドライブは、Ａ：ドライブを例に、インストールする

ものとします。

 お願い
    FUJITSU XL-2110がすでに登録されている場合は、一旦削除して、コンピュータ

を再起動してからセットアップしてください。

q　Windows 3.1 を起動します。

w　『コントロールパネル』の『プリンタ』をダブルクリックします。

e　『追加（A）』をクリックします。
q　『追加（A）』を選択します。

w　『一覧にないプリンタや更新されたプリンタの組み込み』を選択し、『組み込み

( I ) ...』をクリックします。
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r　フロッピーディスクから、プリンタドライバをインストールします。
q　プリンタドライバディスクをセットし、「A:¥WIN31」と入力して『ＯＫ』をク

リックします。

w　『FUJITSU XL-2110』を選択し、『ＯＫ』をクリックします。
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t　通常使うプリンタに設定します。
q 『組み込まれているプリンタ（P）』の『FUJITSU XL-2110-LPT1』をクリッ

クします。

w 『通常使うプリンタとして設定（E）』をクリックします。

y　コントロールパネルを終了します。
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 ◆印刷条件を設定する　

q　用紙サイズ、印刷の向き、給紙方法を設定します。
使用する用紙サイズなどの設定は、『コントロールパネル』の『プリンタ』を選択し、

『設定 (S) 』をクリックして設定します。

詳細は、プリンタドライバの機能（89ページ）を参照します。

  ●ガイド●
●  設定は、Windows での設定が優先され、プリンタのオペレータパネルの設定は

無視されます。
●  アプリケーションによっては、アプリケーションでの設定が、プリンタドライバ

の設定より優先されることがあります。
●  アプリケーションで表示される『用紙設定』の項目は、アプリケーションによっ

て異なる場合があります。各アプリケーションのマニュアルの印刷方法の項目を

参照してください。
●  性能向上のために、プリンタドライバの機能の一部が変更されることがあります。

詳細はオンラインヘルプをご覧ください。
●  プリンタドライバで設定した用紙サイズと、プリンタにセットされている用紙サ

イズは、必ず同じサイズにしてください。

注） バージョンアップなどにより、プリンタドライバの内容と本書の記載が異なる場合

があります。
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w　Windows 3.1から印刷します。
　　印刷方法はアプリケーションによって異なります。
　　詳しくは、各アプリケーションのマニュアルをご覧ください。

  ●ガイド●
● ギザギザの無いきれいな文字を印刷するために、MS明朝、MSゴシックなどの

True Typeアウトラインフォントを指定してください。
● Windows からの印刷を中止した直後に DOS のアプリケーションからの印刷を

行おうとすると、ESC/P による印刷が正常に行えない場合があります。このよう

な場合にはプリンタの電源を入れ直してください。
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Windows 2000から印刷する
●プリンタドライバの動作環境
Windows 2000 Professional 日本語版もしくは Windows 2000 Server 日本語版の動

作するパーソナルコンピュータ

IBM PC/AT 互換機、PC-9821 シリーズで IEEE1284に準拠した双方向パラレルポー

トをサポートしている機種

Pentium 133MHz/RAM 32MB 以上

ハードディスクの空き20MB以上（スプールに使用）

快適な印刷環境を得るために、Pentium 166MHz以上 /RAM 64MB以上を推奨しま

す。
  ●ガイド●
Windows 2000英語版では動作しません。

●プリンタドライバディスクの構成

  ●ガイド●
●   README.TXTには、プリンタドライバを使用する上で、最新の注意事項が記述

されています。インストール前に必ずお読みください。
●   拡張子が .dll、.drv のファイルは隠しファイルになっているため、ウィンドウに

表示されない場合があります。
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 ◆プリンタドライバをインストールする　

説明の中では、フロッピィディスクドライブは、Ａ：ドライブを例に、インストールす

るものとします。

 お願い
『プリンタ』フォルダに『XL-2110』がすでに登録されている場合は、『XL-2110』

のアイコンを右クリックして『削除』を行い、コンピュータを再起動してからセッ

トアップしてください。

q　プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源をオンにしてから、Windows
2000を起動します。

 お願い
ログインは、管理者グループのメンバーで行ってください。

w　新しいハードウェアが検出されます。

 お願い
● 新しいハードウェアが検出されない場合は、『プリンタの追加ウィザード』からセッ

トアップしてください。『マイコンピュータ』→『コントロールパネル』→『プリ

ンタ』→『プリンタの追加』アイコンをダブルクリックして、画面の指示に従って

セットアップを進めてください。
● 出力ポートはLPT1 を選択してください。COM ポートはサポートしていません。

e　プリンタドライバをインストールします。
q　『新しいハードウェアの検出ウィザード』ダイアログが表示されたら、『次へ』

をクリックします。
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w　『デバイスに最適なドライバを検索する（推奨）』を選択し、『次へ』をクリック

します。

e　プリンタドライバディスクをセットし、『フロッピーディスクドライブ』およ

び『CD-ROMドライブ』のチェックを外し、『場所を指定』を選択後、『 次

へ』をクリックします。

④　『製造元のファイルのコピー元』に「A:¥WIN2K」と入力して、『 OK』をクリッ

クします。

  ●ガイド●
NEC WindowsではフロッピードライブがＢ:￥の場合があります。
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r　以降、プリンタウィザードの指示に従って設定をします。
q　ドライバが検出されたら、  『次へ』をクリックします。

w 『デジタル署名が見つかりませんでした』という警告が表示されたら、『はい』を
クリックします。

e 『新しいハードウェアの検索ウィザードの完了』画面が表示されたら、『完了』を
クリックします。

t　インストールが終了すると、プリンタのアイコンが表示されます。
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 ◆印刷条件を設定する　

q　用紙サイズ、印刷の向き、給紙方法を設定します。
使用する用紙サイズなどの設定は、『マイコンピュータ』→『コントロールパネル』→

『プリンタ』→『XL-2110』アイコンを右クリックし、『印刷設定』で設定します。

詳細は、プリンタドライバの機能（89ページ）を参照します。

  ●ガイド●
●  設定は、Windows での設定が優先され、プリンタのオペレータパネルの設定は

無視されます。
●  アプリケーションによっては、アプリケーションでの設定が、プリンタドライバ

の設定より優先されることがあります。
●  アプリケーションで表示される『用紙設定』の項目は、アプリケーションによっ

て異なる場合があります。各アプリケーションのマニュアルの印刷方法の項目を

参照してください。
●  性能向上のために、プリンタドライバの機能の一部が変更されることがあります。

詳細はオンラインヘルプをご覧ください。
●  プリンタドライバで設定した用紙サイズと、プリンタにセットされている用紙サ

イズは、必ず同じサイズにしてください。

注）バージョンアップなどにより、プリンタドライバの内容と本書の記載が異なる場合

があります。
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w　Windows 2000から印刷します。
　　印刷方法はアプリケーションによって異なります。
　　詳しくは、各アプリケーションのマニュアルをご覧ください。

  ●ガイド●
●  ギザギザのないきれいな文字を印刷するために、MS明朝、MSゴシックなどの

True Typeアウトラインフォントを指定してください。
●  Windows からの印刷を中止した直後に DOSのアプリケーションからの印刷を行

おうとすると、ESC/P による印刷が正常に行えない場合があります。このような

場合にはプリンタの電源を入れ直してください。
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Windows NT4.0から印刷する
●プリンタドライバの動作環境
Windows NT Server 4.0 日本語版もしくは Windows NT Workstation 4.0 日本語版

の動作するパーソナルコンピュータ

IBM PC/AT互換機、PC-9821 シリーズで IEEE1284に準拠した双方向パラレルポー

トをサポートしている機種

Pentium 90MHz/RAM 32MB以上

ハードディスクの空き20MB以上（スプールに使用）

快適な印刷環境を得るために、Pentium 133MHz以上／ RAM 64MB以上を推奨しま

す。
  ●ガイド●

    Windows NT4.0 英語版では動作しません。

●プリンタドライバディスクの構成

  ●ガイド●
●   README.TXTには、プリンタドライバを使用する上で、最新の注意事項が記述

されています。インストール前に必ずお読みください。
●   拡張子が .dll、drv のファイルは隠しファイルになっているため、ウィンドウに

表示されない場合があります。
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 ◆プリンタドライバをインストールする　

説明の中では、フロッピィディスクドライブは、Ａ：ドライブを例に、インストールす

るものとします。

 お願い
『プリンタ』フォルダに『XL-2110』がすでに登録されている場合は、『XL-2110』

のアイコンを右クリックし、『削除』を行ってからセットアップしてください。

q　Windows NT4.0を起動し、管理者グループのメンバーとしてログインします。

w　プリンタウィザードを起動します。
『マイコンピュータ』→『プリンタ』→『プリンタの追加』で起動します。

e　プリンタドライバをインストールします。
q　『このコンピュータ』をチェックし［次へ］をクリックします。

w　ポートを選び［次へ］をクリックします。

 お願い
出力ポートはLPT1 を選択してください。COMポートはサポートしていません。

e　［ディスク使用］をクリックします。
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r プリンタドライバディスクをセットし、「配布ファイルのコピー元」に

「A:¥WINNT40」と入力して「ＯＫ」をクリックします。

  ●ガイド●
NEC Windowsではフロッピードライブが B:¥の場合があります。

r　引き続き、プリンタウィザードの指示にしたがって、適切な項目を選びます。
q　プリンタの名前を設定し、『はい』をクリックします。

w　『次へ』をクリックします。

e　『共有しない』をクリックします。

r　『次へ』をクリックします。
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t　必要に応じてテスト印刷の設定を変更します。

y　『完了』をクリックします。

ファイルのコピーが開始されます。

t　インストールが終了すると、プリンタのアイコンが表示されます。

テストページを選択した場合はテストページが正しく印刷されたら『はい』をクリック

し、インストールを終了します。
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 ◆印刷条件を設定する　

q　用紙サイズ、印刷の向き、給紙方法を設定します。
使用する用紙サイズなどの設定は、『プリンタ』ウィンドウからドライバアイコンを

クリックし、『ファイル』メニューの『ドキュメントの既定値』で設定します。

詳細は、プリンタドライバの機能（89ページ）を参照します。

  ●ガイド●
●   設定は、Windows での設定が優先され、プリンタのオペレータパネルの設定は

無視されます。
●   アプリケーションによっては、アプリケーションでの設定が、プリンタドライ

バの設定より優先されることがあります。
●   アプリケーションで表示される『磧紙設定』の項目は、アプリケーションによっ

て異なる場合があります。各アプリケーションのマニュアルの印刷方法の項目を

参照してください。
●   性能向上のために、プリンタドライバの機能の一部が変更されることがありま

す。詳細はオンラインヘルプをご覧ください。
●   プリンタドライバで設定した用紙サイズと、プリンタにセットされている用紙

サイズは、必ず同じサイズにしてください。

注）バージョンアップなどにより、プリンタドライバの内容と本書の記載が異なる場合

があります。
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w　Windows NT4.0から印刷します。
　　印刷方法はアプリケーションによって異なります。
　　詳しくは、各アプリケーションのマニュアルをご覧ください。

  ●ガイド●
● ギザギザのないきれいな文字を印刷するために、MS明朝、MSゴシックなどの

True Typeアウトラインフォントを指定してください。
● Windows からの印刷を中止した直後に DOSのアプリケーションからの印刷を行

おうとすると、ESC/P による印刷が正常に行えない場合があります。このような

場合にはプリンタの電源を入れ直してください。
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プリンタドライバの機能
Windows Me/98/95用プリンタドライバを例に説明します。詳細は「ヘルプ」をご覧く

ださい。　

 ◆用　紙　

●ガイド●�

¥

¥

¥

¥

●ガイド●� ●ガイド●�
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  ●ガイド●
･ 用紙サイズを選択すると、自動的に最
適な用紙厚が選択されます。印刷した
用紙にしわが生じるときは、「薄い紙」
の方へ、トナーの定着が悪いときは「厚
い紙」の方へ設定を変えてください。
変更した結果は記憶されます。出荷時
の最適値に戻すには「標準」ボタンを
クリックしてください。

･〔用紙タイプ〕は、用紙サイズで選択
されている用紙のタイプを表示しま
す。
ユーザにより設定される用紙厚は、表
示されている用紙タイプに含まれる全
ての用紙サイズに対して有効となりま
す。
普通紙サイズ A4、A5、A6、B5、

レター、エグゼクティ
ブ、A3→ A4、B4→
A4、追加された用紙

はがきサイズ はがき、往復はがき
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 ◆印刷品位　

●ガイド●�

  ●解像度について●
･オートマティックフォールダウン（自動解像度調整）機能
プリンタドライバで〔600× 1200dpi〕または〔600dpi〕に設定した場合、複雑なグラフィ

ックや写真などのイメージ、細かな文字を多く使用したページを印刷すると、まれにプリン

タのメモリが不足することがあります。このような場合、メモリ不足を予測して、複雑な

ページに対して自動的に解像度を調整して印刷するオートマティックフォールダウン機能

が働きます。

複数のページを印刷した場合、オートマティックフォールダウン機能が働くのはメモリの不

足が予測されるページのみであり、それ以外のページは設定した解像度で印刷されます。

･「メモリオーバーフロー」エラーが発生するとき
プリンタドライバで〔600× 1200dpi〕に設定した場合、ごくまれにオペレータパネル

に「メモリオーバーフロー」と表示されて印刷ができなくなる場合があります。

このような場合は、プリンタドライバの設定を〔600dpi〕または〔300dpi〕に手動で設定

して印刷してください。

･罫線が印刷されないとき
プリンタドライバで〔600× 1200dpi〕に設定した場合、罫線が細すぎて印刷されない場

合があります。

このような場合は、罫線を太くするか、プリンタドライバの設定を〔600dpi〕または

〔300dpi〕に手動で設定してください。
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 ◆イメージ　

  ●ガイド●
･ この機能は印刷データを拡大・縮小するもので、用紙サイズは変更されませんので必要に
応じて印刷する用紙サイズを設定してください。拡大・縮小により、印刷可能領域（余白
領域）も変化します。
･ アプリケーションによっては予期しない結果になる場合があります。正しく印刷できない
ときは、「なし」に設定してください。

  ●ガイド●
「解像度」、「ディザリングのパターン」、「ディザリングの密度」、「明暗の調整」の設定によっ
て、文書のグラフィックスの印刷結果が総合的に決まります。場合によっては、希望する結

果が得られるまで、これらの項目にいろいろな設定をしてみる必要があります。
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 ◆その他　

●ガイド●�

  ●ガイド●
･ XL-1200 や XL-1200Eドライバの V1.0.0 版、XL-2110 ドライバの V1.1.2 版以前と同じ

印刷領域仕様で利用する場合は、印刷領域の拡張なし(チェックを外す)としてください。

また、XL-1510やXL-2500、GLシリーズプリンタ、XLシリーズのA3機プリンタと同じ印

刷領域仕様で利用する場合はデフォルト状態(チェックを行う)でそのままご使用ください。

･ 各タブ上にある〔全て標準〕〔標準〕ボタンの操作により本機能の設定状態が標準に戻るこ

とはありません。

上記利用方法に合わせてドライバのインストール直後に１回だけ設定を実施することをお

奨めします。

･ 余白領域に指定されたデータに対しては印刷結果が保証されません。

余白サイズをアプリケーション側で設定可能な場合は、本装置の余白サイズ以上の値を設

定してご使用ください。
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DOSから印刷する
 ◆プリンタの設定をする　

DOS環境で印刷するときは、ESC/Pモードを使用します。プリンタドライバのセット

アップは必要ありません。アプリケーション上で、プリンタ名を選択します。

q　プリンタで給紙トレイを設定します。

 

オンライン�

トレイ選択�

－�

�

－�

�

メニュー１�

メニュー２�

メニュー選択�

リセット�

オンライン�

＋�

�

＋�

�
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w　プリンタで用紙サイズを設定します。

オンライン�

－�

�

メニュー１�

メニュー２�

メニュー選択�

リセット�

オンライン�

＋�

�

用紙選択�

メニュー印刷�

  ●ガイド●
プリンタ内に未印刷データがあるときは、リセットを行うまで設定内容の変更は反

映されません。



第 4 章　パソコンからの印刷

96

 ◆アプリケーションで設定する　

q　プリンタ名を選択します。

優先順位 プリンタ名

１ ESC/P24 - J84

２ VP - 1 0 0 0 / 3 0 0 0

w　プリンタと同じように、用紙サイズ、印刷方向を設定します。

e　アプリケーションから印刷します。

  ●ガイド●
ESC/P モードでの解像度は 300dpiと 600dpiです。
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第 5 章　日常のメンテナンス
この章では、用紙の補給、トナーカートリッジやプロセス
カートリッジの交換のしかた、プリンタの清掃のしかたな
ど、日常のメンテナンスに必要なことがらについて説明し
ます。
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用紙の補給
選択されている給紙口に用紙がなくなると、プリンタはオフラインとなり液晶ディスプ

レイに次のように表示されます。該当する用紙を補給してください。

例：　　×××× トレイ１

　　ヨウシ　ナシ ヨウシ　ナシ

（××××：給紙口）

●用紙を補給する

「ヨウシ　ナシ」のメッセージは、次の状態のときに表示されます。

･ 給紙カセットがセットされていない

･ 給紙カセット、または給紙トレイに用紙がない

ただし、手差しトレイの場合には「ヨウシ　セット」と表示されます。

該当する用紙を補給するか、給紙カセットをセットしてください。

【給紙カセットの場合】

給紙カセットがセットされていなければ、給紙カセットをセットします。

給紙カセットの用紙がなければ、給紙カセットを取り出して用紙を補給し、セッ

トします。（「給紙カセットへの用紙のセット」（29ページ）参照）

【手差しトレイの場合】

手差しトレイを使用しての印刷は、１枚ごとの手差し印刷です。

用紙は１枚ずつセットしてください。（「手差しトレイおよび給紙トレイへの用紙

のセット」（35ページ）参照）

【給紙トレイ（オプション品）の場合】

給紙トレイに用紙がなければ、用紙を補給します。

一度にセットできる枚数は、官製はがきで約 50枚、普通紙（重量 64g/m2）で約

100枚です。（「手差しトレイおよび給紙トレイへの用紙のセット」（35ページ）

参照）

●印刷を再開させる

用紙の補給が完了すると、プリンタはオンライン状態になります。プリンタ内に未印

刷データがあり、印刷起動が行われていれば、印刷を続行します。
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トナーカートリッジの交換
１本のトナーカートリッジで印刷できる枚数の目安は、Ａ４サイズの用紙で約 2,000枚

です。ただし、以下の場合、これより少ない枚数でトナーがなくなることがあります。

･印字率５％以上の場合（印刷内容による）

･新しいプロセスカートリッジに交換した直後の１本目（約半分の枚数）

液晶ディスプレイに『トナー　ロー』と表示されたら、トナーカートリッジを交換しま

す。そのまま印刷を続けると『トナー　コウカン　シテクダサイ』を表示して、印刷を

停止します。

 お願い
･ トナーカートリッジの交換時には、ＬＥＤヘッドの清掃を同時に行ってください。

（106ページ) ＬＥＤヘッド面が汚れていると、印刷時にカスレや白いすじが入った

り、文字がにじんだりします。

･ ＬＥＤヘッドの清掃は、トナーカートリッジに添付されている、ＬＥＤレンズクリ

 　ーナを使います。

 ◆トナーカートリッジを交換する　

トナーカートリッジの交換のしかたについて説明します。

以下の手順に従って交換してください。

q　電源をＯＦＦ（○側)にし、スタッカカバーを開ける
スタッカカバー両側のノブを押し、ロックを外します。そのまま静かにスタッカカバ

ーをいっぱいに開けます。

ノブ�

  注意 やけど　 スタッカカバーを開けると「高温注意」のラベルが見えます。この部分は非

常に熱くなっていますので、決して触らないでください。
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w　使用済のトナーカートリッジを取り出す
q 使用済のトナーカートリッジの右側のノブを手前（矢印方向）にいっぱいに止まる

まで回します。

w 使用済のトナーカートリッジの右側を持ち上げ、外します。

e 使用済みのカートリッジは、無償で回収しております。

eで残った包装袋に包んだ状態で『エコ受付センター』（10ページ）までご連絡く

ださい。回収便にて引き取りにうかがいます。

トナーカートリッジ�

e　新しいトナーカートリッジを用意する
q包装袋を開けて新しいトナーカートリッジを取り出します。

wトナーカートリッジを図のように縦と横にして、それぞれ数回振ります。

 お願い
この操作は、トナーの状態を均一にするために必要です。必ず行ってください。

トナーが均一になっていないと印字品質が低下することがあります。
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eトナーカートリッジを水平にし、テープをゆっくりとはがします。

テープ�

r　トナーカートリッジをプロセスカートリッジにセットする
qテープをはがした面を下にして、トナーカートリッジの左側のガイドをプロセスカ

ートリッジのカートリッジ押さえの下に差し込みます。

wトナーカートリッジ右側のガイド溝をプロセスカートリッジのカートリッジガイド

に合わせ、しっかりと押し込みます。

カートリッジ押さえ�

カートリッジガイド�
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t　トナーカートリッジの右側のノブを回す
トナーカートリッジの右側のノブを矢印方向へいっぱいに止まるまで回します。

ノブ�

 お願い
トナーカートリッジをきちんと固定してください。きちんと固定されていないと、印

字品質が低下することがあります。

y　ＬＥＤヘッドを清掃する
トナーカートリッジに添付しているＬＥＤレンズクリーナを取り出し、細長いＬＥＤ

ヘッド面全体を軽く拭きます。

LEDヘッド�

LEDレンズクリーナ�
または柔らかいティッシュペーパー�

 お願い
アルコールやシンナーなどの溶剤は、ＬＥＤレンズ面を痛めますのでお使いにならな

いでください。
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u　スタッカカバーを閉じる
スタッカカバーの中央を、『カチッ』と音がしてロックされるまで押し下げます。

両側のノブがロックされたことを確認してください。

  ●ガイド●
トナーカートリッジの交換または取り付け後に、「トナー　ロー」または「トナー

コウカン」の表示が消えないことがありますが、故障ではありません。この場合、

スタッカカバーの開閉を行い、プリンタのモータが動作後、「トナーロー」または

「トナーコウカン」の表示が消えることをご確認ください。

5～ 6回、スタッカカバーの開閉を行い、プリンタのモータが動作しても、「トナ

ーロー」または「トナーコウカン」表示が消えないときは、トナーカートリッジを

セットし直してください。

 ◆トナーカートリッジの保管　

トナーカートリッジを保管するときは、以下の点にご注意ください。

･ご使用になるまで開封しないでください。

･直射日光をさけ、次の温度、湿度の範囲にある場所で保管してください。

　　　　温度：０～ 35℃　　　湿度：20～ 85％RH

･ 周囲の温度や湿度が高すぎたり、急激に変化したりする場所はさけてください。

･幼児の手が届かない所に保管してください。
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プロセスカートリッジの交換

プロセスカートリッジ内の感光ドラムの寿命が近づくと、液晶ディスプレイに『ト゛ラ

ム　コウカン』と表示されます。

『ト゛ラム　コウカン』と表示されたらプロセスカートリッジとトナーカートリッジを

一緒に交換します。

プロセスカートリッジは、１本あたりの目安としてＡ４サイズの用紙で約 20,000枚の

印刷ができます。ただし、これは連続で印刷したときの枚数で、一度に１枚ずつ印刷す

る場合には、ドラムの寿命は約半分になることがあります。

 お願い
･ プロセスカートリッジの交換時には、ＬＥＤヘッドの清掃を同時に行ってください。

ＬＥＤヘッド面が汚れていると、印刷時にカスレや白いすじが入ったり、文字がに

じんだりします。ＬＥＤヘッドの清掃にはトナーカートリッジに添付されているＬ

ＥＤレンズクリーナを使います。

･ プロセスカートリッジを交換した直後は、印刷がかすれる場合があります。

 ◆プロセスカートリッジを交換する　

プロセスカートリッジの交換のしかたについて説明します。

以下の手順に従って交換してください。

q　電源をＯＦＦ（○側）にし、スタッカカバーを開ける
スタッカカバー両側のノブを押し、ロックを外します。そのまま静かにスタッカカバ

ーをいっぱいに開けます。

ノブ�

  注意 やけど　スタッカカバーを開けると「高温注意」のラベルが見えます。この部分は非

常に熱くなっていますので、決して触らないでください。
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w　使用済のプロセスカートリッジを取り出す
手差しトレイを開け、プロセスカートリッジを落とさないよう両手で持ち、ゆっくり

取り出します。トナーカートリッジも一緒に取り出されます。プロセスカートリッジ

とトナーカートリッジは無償で回収しております。取り扱いについては『エコ受付セ

ンター』（10ページ）までご連絡ください。

 お願い
プロセスカートリッジを取り出すときは、傾けず水平に取り出してください。

e　新しいプロセスカートリッジを用意する
q新しいプロセスカートリッジを梱包箱から取り出します。

w平らなテーブルの上に置き、保護シートを引き抜きます。

保護シート�

 お願い
プロセスカートリッジは光に対して非常に敏感です。交換に際しては、次の点に注意

してください。

･ 直射日光や強い光（約1500ルクス以上）に当てないでください。通常の室内の明

りの下でも５分以上は放置しないでください。

･ 感光ドラム（緑の筒）は非常に傷つきやすいため、絶対に手を触れないでくださ

い。
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r　プロセスカートリッジをセットする
qプロセスカートリッジを落とさないよう両手で持ち、プリンタに静かに載せます。

wプロセスカートリッジ上面の「PUSH」と書かれた部分（２ヵ所）を指で押します。

eプロセスカートリッジからスポンジを取り出します。

r手差しトレイを閉じます。

スポンジ�

 お願い
･ プロセスカートリッジをセットするときは、傾けず水平に入れてください。

･ 感光ドラム（緑の筒）は非常に傷付きやすいため、絶対に手を触れないでください。

t　トナーカートリッジを取り付け、ＬＥＤヘッドを清掃する
トナーカートリッジを取り付け、ＬＥＤヘッドを清掃します。詳細は、「トナーカー

トリッジの交換」のe～u（100ページ）をご覧ください。
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y　ドラムカウンタをクリアする
ドラムカウンタクリアを実行して、プロセスカートリッジを交換したことを設定しま

す。

ドラムカウンタクリアを実行するためには、以下の操作を行ってください。

メニュー１�

メニュー２�
＋　 q「メニュー１」スイッチを押したまま電源をＯＮ

（｜側）にします。

 
↓

　『ユーザーメンテナンス』が表示されたら、「メニ

ュー１」スイッチをはなします。

ユーサ゛ー

メンテナンス

メニュー１�

メニュー２�

ト゛ラムカウンタ w「メニュー１」スイッチを３回押し、『ドラムカウ

リセット 　ンタ　リセット』を表示します。

メニュー選択�

リセット�

イニシャルチュウ e「メニュー選択」スイッチを押し、ドラムカウン

　タクリアを実行します。

　　　　
　　　　↓

オンライン r処理が終わるとオンライン状態表示になります。

ＥＳＣ／Ｐ 　

u　 「ト゛ラム　コウカン」表示が消えたことを確認する
液晶ディスプレイの「ト゛ラム　コウカン」という表示が消えたことを確認します。

 お願い
･ 「ト゛ラム　コウカン」表示は、ドラムカウンタクリアを実行しないと消えませ

ん。プロセスカートリッジを交換したときは、必ずこの設定をしてください。

･ プロセスカートリッジ交換時以外にこの操作をすると、交換時期が正しく表示され

ません。プロセスカートリッジ交換時以外は、操作しないでください。

･ プロセスカートリッジを交換した後に、「トナーロー」または「トナーコウカン」

の表示が消えないことがありますが、故障ではありません。この場合、スタッカカ

バーの開閉を行い、プリンタのモータが動作後、「トナーロー」または「トナーコ

ウカン」の表示が消えることをご確認ください。

5～ 6回、スタッカカバーの開閉を行い、プリンタのモータが動作しても、「トナ

ーロー」または「トナーコウカン」表示が消えないときは、トナーカートリッジを

セットし直してください。
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 ◆プロセスカートリッジの取り扱いと保管　

プロセスカートリッジを取り扱うときや保管するときの注意事項について説明します。

●プロセスカートリッジの取り扱い
プロセスカートリッジを取り扱うときは、以下の点にご注意ください。

･ 下図のように、平らなところに置いてください。

感光ドラム�

･ 直射日光や強い光（約 1500ルクス以上) に当てないでください。

･ 室内の照明の下でも、５分以上放置しないでください。

･ 寒い場所から暖かい場所に移動させたときは、周囲の温度になじむまで（１時間

程度）使用しないでください。

･ 感光ドラム（緑色の筒）は傷つきやすいため、触れないでください。

●プロセスカートリッジの保管
プロセスカートリッジを保管するときは、以下の点にご注意ください。

･ ご使用になるまで開封しないでください。

･ 直射日光を避け、次の温度、湿度の範囲にある場所で保管してください。

･ また、周囲の温度や湿度が高すぎたり、急激に変化したりする場所は避けてくだ

さい。

　　　　温度：０～ 35℃

　　　　湿度：20～ 85％ＲＨ

･ アンモニアなどの腐食性ガスが発生する場所、空気中に塩分が多量に含まれてい

る場所は避けてください。

･ 立てたり、裏返したりして置かないでください。

･ 幼児の手が届かない所に保管してください。
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プリンタの清掃

日常の手入れが必要なプリンタ各部の清掃について説明します。

 お願い
清掃に際しては、以下の点に注意してください。

･ 電源スイッチを切り、電源コードを抜いてください。

･ 水または中性洗剤以外は、絶対に使用しないでください。

･ 本プリンタには油をさす必要はありません。注油はしないでください。

･ 定着器周辺は熱くなっていますので、電源スイッチを切ってから１時間は、定着器

周辺には手を触れないでください。

 ◆プリンタ表面の清掃　

プリンタ表面の汚れは、水または中性洗剤を含ませてかたく絞った布で拭き取ります。

そのあと、柔らかい乾いた布で拭きます。

 ◆プリンタ内部の清掃　

入口で紙づまりが頻発するときは、以下の手順でプリンタ内部を清掃します。

q　清掃の準備をする
q電源をＯＦＦ（○側）にし、電源コードを抜きます。（41ページ）

w給紙カセットをプリンタから外します。（29、32ページ）

eスタッカカバー両側のノブを押し、スタッカカバーを開けます。（24ページ）
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w　ＬＥＤヘッドを清掃する

LEDヘッド�

LEDレンズクリーナ�
または柔らかいティッシュペーパー�

 お願い
メチルアルコールやシンナーなどの溶剤は、ＬＥＤレンズ面を傷めますのでお使いに

ならないでください。

e　プロセスカートリッジを取り出します
手差しトレイを開いて、プロセスカートリッジを落とさないよう両手で持ち、静かに

取り出します。

 お願い
取り外したプロセスカートリッジは図のように平らな所に置き、添付のポリエチレン

袋（黒）に入れるか、黒い紙などをかぶせて光が当たらないようにしてください。
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r　ホッピングローラと搬送ローラを清掃する
水を含ませてかたく絞った布で、ホッピングローラと搬送ローラの汚れを拭き取りま

す。

 お願い
布には、水以外は使用しないでください。

ホッピングローラの清掃は、給紙カセットの取り付け口から行います。

プロセスカートリッジ取り付け部から汚れが取れたかどうかを確認してください。

ホッピングローラ�

搬送ローラ�
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t　給紙カセットのセパレータを清掃する
給紙カセットの用紙を取り出し、水を含ませてかたく絞った布で、セパレータを清掃

します。

 お願い
布をしぼる場合は、水以外は使用しないでください。

セパレータ�

y　プリンタを使用可能な状態にする
qプロセスカートリッジを戻し、スタッカカバーを閉じます。（99ページ）

w給紙カセットに用紙を戻し、プリンタに取り付けます。（31ページ）
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クリーニングページ
プロセスカートリッジ内のローラに付着した汚れを取り除きます。周期的な黒点や黒・

白斑点が入る場合に行ってください。

  ●ガイド●
1回のクリーニングで汚れが取り除けない場合は、数回クリーニングを繰り返して

ください。それでも汚れが取れない時は、柔らかいティッシュペーパーで軽く拭き

取ってください。

 お願い
  必ず A4の用紙を使用してください。

オンライン�
オフライン q「オンライン」スイッチを押し、〔オフライン〕
ＥＳＣ／Ｐ 　 を表示します。

＋�

�

＋
クリーニング w「＋」スイッチと、「－」スイッチを同時に2

－�

�

Ａ 4　サイズ 　秒以上押します。

「クリーニング　A4　サイズ　ヨウシセット」
と表示されます。

e手差しトレイにA4用紙をセットします。

クリーニング印刷をはじめます。

オンライン� オンライン r 印刷が終わったら「オンライン」スイッチを
ＥＳＣ／Ｐ 押して〔オンライン〕表示に戻します。
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第 6 章　設定値を変える
この章では、プリンタの動作情報を設定する方法について
説明します。
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メニューの設定を行う
メニューモードは、プリンタの動作情報を変えるときに行います。

設定可能なメニューモードは、クイック、レベル１、レベル２の３種類からなります。

 ◆クイックメニュー　

q
オンライン� スイッチを押し、〔オフライン〕を表示します。

w
トレイ選択�

�
または

用紙選択�

メニュー印刷� スイッチを押します。

　　それぞれ、〔トレイセンタク〕カテゴリ、〔ヨウシセンタク〕カテゴリに入ります。

e
メニュー１�

メニュー２� スイッチを押し、設定する項目を表示します。

r
＋�

� または
－�

� スイッチを押し、設定する内容を表示します。

t
メニュー選択�

リセット� スイッチを押し、設定したメニューを確定します。

　　確定するとメニュー確定マーク〔＊〕が表示されます。

y
オンライン�

スイッチを押し、メニューモードを終了します。

ディスプレイ表示部の網かけ部は、工場出荷時の設定です。

○：設定が有効　　×：設定は無効
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注１）装着していない給紙機構は表示されません。
注２）〔オートトレイ〕機能は、トレイ 1、トレイ 2、MPFに同じサイズの用紙をセットした場

合、現在使用しているトレイの用紙がなくなると別のトレイから印刷する機能です。オ
プションの拡張給紙ユニット、給紙トレイを付けたときのみ使用可能です。〔ヨウシセ
ンタク -トレイ 1〕、〔ヨウシセンタク -トレイ 2〕、〔ヨウシセンタク -MPF〕の設定は、
同じ用紙サイズにしている必要があります。

注３）トレイ 2の縦寸法は最小 210 mmです。フリータテが210 mm未満に設定されていると
きに、〔キュウシトレイ〕をトレイ2に変更した場合は自動的に210 mmに変更します。

注４）トレイ 2の横寸法は最小 148 mmです。Windows プリンタドライバでは、用紙幅の最
大は 215.9mmです。

注５）EXECはエグゼクティブサイズを省略したものです。
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 ◆レベル１メニュー　

レベル１メニューの項目の変更は、下記の手順で行います。

q
オンライン�

スイッチを押し、〔オフライン〕を表示します。

w
メニュー１�

メニュー２� スイッチを押し、レベル1メニューモードに入ります。

e
メニュー１�

メニュー２� スイッチを押し、目的のカテゴリを表示します。

r
メニュー選択�

リセット� スイッチを押し、カテゴリに入ります。

t
メニュー１�

メニュー２� スイッチを押し、設定する項目を表示します。

y
＋�

� または
－�

� スイッチを押し、設定する内容を表示します。

u
メニュー選択�

リセット� スイッチを押し、設定したメニューを確定します。

　　確定するとメニュー確定マーク〔＊〕が表示されます。

i
オンライン�

スイッチを押し、メニューモードを終了します。

ディスプレイ表示部の網かけ部は、工場出荷時の設定です。
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注１）装着されていない給紙機構は表示されません。

注２）〔オートトレイ〕機能は、トレイ 1、トレイ 2、MPFに同じサイズの用紙をセットした

場合、現在使用しているトレイの用紙がなくなると別のトレイから印刷する機能です。

オプションの拡張給紙ユニット、給紙トレイを付けたときのみ使用可能です。

〔ヨウシセンタク-トレイ1〕、〔ヨウシセンタク -トレイ2〕、〔ヨウシセンタク-MPF〕の

設定は、同じ用紙サイズにしている必要があります。

注３）トレイ2の縦寸法は最小210 mmです。フリータテが210 mm未満に設定されているとき

に、〔キュウシトレイ〕をトレイ 2に変更した場合は自動的に 210 mmに変更します。

注４）トレイ2の横寸法は最小148mmです。Windowsプリンタドライバでは、用紙幅の最大

は 215.9mm です。

注５）頭出し位置は± 2mm程度の範囲で変化する場合があります。専用フォームに印刷する

ときは、注意してください。

注６）右マージンを超える文字がある場合、〔オートフッカイ〕で設定した処理を行います。

また〔136ケタ〕設定で、用紙幅が 136桁より狭いときは用紙幅を超える文字は印刷

されません。

注７）EXECはエグゼクティブサイズを省略したものです。
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 ◆レベル２メニュー　

レベル２メニューの項目の変更は、下記の手順で行います。

q
オンライン�

スイッチを押し、〔オフライン〕を表示します。

w
メニュー１�

メニュー２� スイッチを2秒以上押し、レベル 2メニューモードに入ります。

e
メニュー１�

メニュー２� スイッチを押し、目的のカテゴリを表示します。

r
メニュー選択�

リセット� スイッチを押し、カテゴリに入ります。

t
メニュー１�

メニュー２� スイッチを押し、設定する項目を表示します。

y
＋�

� または
－�

� スイッチを押し、設定する内容を表示します。

u
メニュー選択�

リセット� スイッチを押し、設定したメニューを確定します。

　　確定するとメニュー確定マーク〔＊〕が表示されます。

i
オンライン�

スイッチを押し、メニューモードを終了します。

ディスプレイ表示部の網かけ部は、工場出荷時の設定です。
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 ◆ユーザーメンテナンスメニュー　

q電源スイッチを OFFにします。

w
メニュー１�

メニュー２� スイッチを押したまま、電源スイッチをONにします。

e〔ユーザーメンテナンス〕と表示されるまで　
メニュー１�

メニュー２�　スイッチを押し続けます。

　

r
メニュー１�

メニュー２� スイッチを押し、設定する項目を表示します。

t〔メニューセッテイリセット〕を選択したときは、　
メニュー選択�

リセット� 　スイッチを押します。

y
＋�

� または
－�

� スイッチを押し、設定する内容を表示します。

u
メニュー選択�

リセット� スイッチを押し、項目を実行もしくは設定を確定します。

i
オンライン�

スイッチを押し、メニューモードを終了します。

ディスプレイ表示部の網かけ部は、工場出荷時の設定です。
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注１）「HEX DUMPモード」にするときは、必ずA4の用紙を使用してください。また、レベル

1メニューの「トレイセンタク」でA4用紙がセットされているトレイを選択してください。

注２） ドラムカートリッジ交換時以外にこの操作をすると、交換時期が正しく表示されませ

ん。

注３） Winモード時は、「Xホセイ」「Yホセイ」とも +2.00mm～ -2.00mmまで有効となり、

+2.00mm以上または -2.00mm以下を設定した場合は、それぞれ +2.00mm、-2.00mm

の補正となります。ESC/Pモード時は、「Xホセイ」は -1.00mmまで有効となり-1.00mm

以下を設定した場合は -1.00mmの補正となります。また、「Yホセイ」は〔ページレイ

アウト 1－アタマダシ　イチ〕と加算した結果が 4.08mm未満になる設定はできませ

ん。

　　　 実際の印刷位置は、±2mm程度の範囲で変化する場合があります。専用のフォームに

印刷するときは、注意してください。
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第 7 章　こんなときには
この章では、アラーム表示されたときや、故障が発生した
と思われるとき、および紙づまりのときなどの処置のしか
た、ヘキサダンプ印刷のしかたなどについて説明します。
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アラームが表示されるとき
異常が発生すると、オペレータパネルの液晶ディスプレイにメッセージが表示されます。

ここで説明する処置をしても良くならない場合や、ここに示した以外の現象が起きた場

合は、『ハードウェア修理相談センター』（172ページ）へご連絡ください。

 ◆動作状態に関するメッセージ　

以下の表示は、プリンタの動作状態を示すもので、エラーではありません。
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 ◆用紙関係のエラー　

･ xxxx＝ トレイ１：標準カセット

トレイ２：拡張給紙ユニット

ＭＰＦ ：給紙トレイ

テサシ ：手差し

･ yy ＝Ａ４　サイズ

Ａ５　サイズ

Ａ６　サイズ

Ｂ５　サイズ

フリー

LETTER：レター

EXECUTIV＊1：エグゼクティブ

ハガキ

オウフク

*1： EXECUTIVEが正確な名称ですが、液晶ディスプレイ上ではEXECUTIVと表示して

います。
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 ◆メモリ関係のエラー　

 ◆カバーオープン関係のエラー　
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 ◆ハードウェア故障関係のエラー　

q

w

e

q

w

e

 ◆その他のエラー　
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紙づまりになったとき
紙づまりが発生すると液晶ディスプレイに『サイス゛　エラー』、『ハイシ　シ゛ャム』、

『ソウコウ　シ゛ャム』もしくは『キュウシ　ミス』と表示されます。次の要領でつま

った用紙を取り除いてください。

  注意 やけど　プリンタを使用した直後は、定着器および排紙ガイドが熱くなっています。

つまった用紙を取り除くときは、手を触れないよう十分に注意してください。

やけどの原因となることがあります。

q スタッカカバーを開ける（24ページ参照）
スタッカカバー両側のノブを押し、ロックを外します。そのまま静かにスタッカカ

バーをいっぱいに開けます。

w プロセスカートリッジを取り外す
手差しトレイを開いてプロセスカートリッジを落とさないよう両手で持ち、ゆっくり

取り出します。

プロセスカートリッジ�

 お願い
･プロセスカートリッジを取り

出すときは、傾けず水平に取

り出してください。

･取り外したプロセスカートリ

ッジは右図のように平らな所

に置き、添付のポリエチレン袋

（黒）に入れるか、黒い紙

などをかぶせて光が当たらな

いようにしてください。
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e用紙を取り除く
つまっている用紙の状態によって、それぞれの方法で用紙を取り除きます。

  警告 誤　飲　用紙上の文字は定着していないので、触れるとトナーが手に付きます。用紙

を取り除くとき、手や服がトナーで汚れないよう注意してください。トナー

がついてしまったときは、すぐに水で洗ってください。

　　　　万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。

●用紙の先端が見えている場合

つまっている用紙をゆっくり引き出して取り除きます。

用紙� 定着器�

●用紙の先端が見えない場合

用紙の先端が見えるまで矢印方向にずらし、ゆっくり引き出して取り除きます。

用紙� 定着器�
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 ●用紙の後端が見えている場合

つまっている用紙をゆっくり引き出して取り除きます。

用紙� 定着器�

 お願い
用紙を強く引き出さないでください。用紙が破れプリンタ内部に残ってしまいます。

●用紙の後端が見えない場合

フェイスアップスタッカへ フェイスダウンスタッカへ

排紙しているとき 排紙しているとき

スタッカカバーを開けたまま、フェイ スタッカカバーを開けたまま、フェイス

スアップスタッカの排出口から用紙を ダウンスタッカの排出口から用紙をゆっ

ゆっくり引き出します。 くり引き出します。
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●用紙の後端が見えず、用紙先端が少ししか出ていない場合

プロセスカートリッジを装置から外した状態でスタッカカバーを一旦閉じ、電源

をONにし、モータが回転を始めたら用紙先端をつかんで引き出してください。

●用紙の先端も後端も見えない場合

ガイドローラと排紙ローラの間に用紙がつまった場合は、プロセスカートリッジ

を外しても用紙は見えません。また、用紙の先端もプリンタの外部からは見えま

せん。

次の手順で取り除いてください。

qアッパーカバーとスタッカカバーの間からマイナスドライバを差し込みます。　

アッパーカバー�

マイナスドライバ�

スタッカカバー�

この位置に用紙がつまっています�
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w  つまっている用紙を、マイナスドライバで排紙ローラ側に少しずつ送ります。

マイナスドライバ�

ガイドローラ�

排紙ローラ�

つまった用紙�

 お願い
このとき、用紙を破らないように十分注意してください。

e  用紙の後端が５個のガイドローラから外れたら、アッパーカバーとスタッカカ

バーの間から用紙をゆっくり引き出して取り除きます。

ガイドローラ�

つまった用紙�

排紙ローラ�

 お願い
このとき、用紙を破らないように十分注意してください。
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r残留用紙がないか確認する
アッパーカバーとスタッカカバーの間から、定着器に用紙が残っていないことを確認

します。

アッパーカバー�

スタッカカバー�

定着器�

tプリンタを印刷可能な状態にする
プロセスカートリッジを落とさないよう両手で持ってプリンタ内に戻し、手差しトレ

イを閉じます。スタッカカバーを閉じ、両側のフックがロックされていることを確認

してください。

プロセスカートリッジ�

 お願い
プロセスカートリッジをセットするときは、傾けず水平に入れてください。
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  ●ガイド●
･ つまった用紙を取り除いてスタッカカバーを閉じてもメッセージ表示が消えない

ときは、用紙が完全に取り除かれていません。再度点検して、つまった用紙を完

全に取り除いてください。

･ 拡張給紙ユニット、給紙トレイから給紙したときに紙づまりが発生したときは、

それぞれの用紙走行部に用紙が残っていないかチェックしてください。

･ 拡張給紙ユニットから給紙しているときに「キュウシミス」が発生したときは、

スタッカカバーまたは拡張給紙ユニットのフロントカバーをいったん開けない

と、アラーム表示を解除できません。
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印刷品質が低下したとき

印刷が不鮮明な原因は、プリンタのハード的問題と考えられますが、ソフトウェアが原

因の場合もあります。プリンタの状態を把握するため、メニュー印刷をして印刷の状態

を確かめてください。また、次の項目を確認し、処置をしても直らない場合は、富士通

パーソナル製品に関するお問合せ窓口へご連絡ください。
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注１）本プリンタは、使用状況によって〔トナーロー〕の表示が遅れる場合があります。
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用紙に異常がでたとき
用紙送りは、プリンタが設置してある環境、用紙の保管状態によって、大きく違ってき

ます。用紙は適切な温度、湿度でお使いください。

以下に用紙に関する異常が発生した場合の原因とその処置方法を示します。
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故障かなと思ったとき
故障かなと思ったときは、次の該当するところをご覧になり、確認してください。それ

でも直らないときは、富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口にご連絡ください。
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注１） 一部のDOS/V、PC-98シリーズでは、「I-PRIME」の設定を「データクリア」にする必要が

あります。



第 7 章　こんなときは

145

ＨＥＸ（ヘキサ）ダンプ印刷の設定
パソコンからのデータが、プリンタに正しく転送されているかどうかを確認する場合な

どにＨＥＸダンプを設定します。

ＨＥＸ（ヘキサ）ダンプとは、パソコンからプリンタに送られた印刷データを、アルフ

ァベットや漢字などの文字ではなく、16進数のデータで印刷する機能です。

ＨＥＸダンプを設定するためには、以下の操作を行ってください。

メニュー1�

メニュー2�

　 q　電源をＯＦＦ（○側）します。

＋ w　「メニュー1」スイッチを押したまま電源をＯＮ

（｜側）にします。

↓
　　 『ユーザーメンテナンス』が表示されたら、「メ

ニュー1」スイッチをはなします。

ユーサ゛ー

メンテナンス

↓
メニュー1�

メニュー2�

�

ＨＥＸ　ＤＵＭＰ e　 「メニュー 1」スイッチを 2回押し、『ＨＥＸ　

　 ＤＵＭＰ』を表示します。

↓
メニュー選択�

リセット�

イニシャルチュウ r　「メニュー選択」スイッチを押し、ＨＥＸダンプ

機能を設定します。　　

↓
オンライン

ＨＥＸ　ＤＵＭＰ


（パソコンからのデータを受信）

↓
ショリ チュウ

ＨＥＸ　ＤＵＭＰ

 お願い
･ＨＥＸダンプモードを解除するときは、プリンタの電源をＯＦＦにしてください。

･ＨＥＸダンプモードをするときは、必ずＡ４の用紙を使用してください。

以下にＨＥＸダンプ印刷の例を示します。
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拡張給紙ユニットの取り付け ........................................ 148
給紙トレイの取り付け ................................................... 151

第 8 章　オプションの取り付け
この章では、オプション品の拡張給紙ユニット、および給
紙トレイの取り付けかたについて説明します。
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拡張給紙ユニットの取り付け

  警告 感　電 ･ 拡張給紙ユニットを取り付けおよび取り外すときは、電源スイッチがＯ

ＦＦ（○側）に倒れていることを確認し、電源プラグをコンセントから抜

いた後に行ってください。

　　　　　感電または故障の原因となります。

　　　　 ･ 拡張給紙ユニットは、当社推奨品以外は接続しないでください。感電や

火災または故障の原因となります。

  注意 け　が　 ･  拡張給紙ユニットの金属部分に手を触れる場合は十分に注意してくだ

さい。手を傷つけるおそれがあります。

　　　　 ･  プリンタ本体と拡張給紙ユニットの間に指をはさまないように注意してく

ださい。けがの原因となることがあります。

　　　　 ･  拡張給紙ユニットの取り付け、取り外しを行う際は、指定された場所以外

のネジは外さないでください。

指定された場所以外のネジを外すと、ケガの原因または故障の原因となる

ことがあります。

q　拡張給紙ユニットのフロントカバーを倒す
フロントカバー内部の把手を握って手前へ引くと、フロントカバーが倒れます。

シートガイドを手で矢印方向へ押し、いっぱいまで移動させます。

フロントカバー�

シートガイド�
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w　ケーブル類を外しプリンタの手差しトレイを開く
電源コードおよびプリンタケーブルをコネクタから外します。

手差しトレイを開いていっぱいに倒します。

手差しトレイ�

e　拡張給紙ユニットにプリンタを載せる
プリンタ底面の穴と拡張給紙ユニットの突起を合わせながら、拡張給紙ユニットにプ

リンタを載せます。

突�起��
�

突�起�

穴�

穴�

�
�
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r　フロントカバーを閉じる
qで開けたフロントカバーを元に戻します。

フロントカバー�

●拡張給紙ユニットを取り外す
拡張給紙ユニットの取り外しは、取り付けと逆の手順で行ってください。

取り外す前に、必ずプリンタの電源をＯＦＦ（○側）にして、電源コードおよびプリ

ンタケーブルを外してください。
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給紙トレイの取り付け
  警告 感　電　 ･給紙トレイを取り付けおよび取り外すときは、電源スイッチがＯＦＦ（○

側）に倒れていることを確認し、電源プラグをコンセントから抜いた後に

行ってください。

　　　　　感電または故障の原因となります。

　　　　 ･給紙トレイを接続する場合には、当社推奨品以外は接続しないでください。

感電や火災または故障の原因となります。

  注意 け　が　･ 給紙トレイの金属部分に手を触れる場合は十分に注意してください。手を

傷つけるおそれがあります。

　　　　 ･プリンタ本体と給紙トレイの間に指をはさまないように注意してくださ

い。けがの原因となることがあります。

　　　　 ･給紙トレイの装着、取り外しを行う際は、指定された場所以外のネジは外

さないでください。

　　　　　指定された場所以外のネジを外すと、ケガの原因または故障の原因となる

ことがあります。

  ●ガイド●
給紙トレイをプリンタドライバやプリンタのメニュー設定では、MPF（マルチパー

パスフィーダ）と表示します。

プリンタ本体への給紙トレイの取り付けかたを説明します。

オプション品の拡張給紙ユニットと併用する場合は、先に拡張給紙ユニットを取り付け

てください。(｢拡張給紙ユニットの取り付け｣ (148ページ）参照)

q　手差しトレイを開く
手差しトレイを開いていっぱいに倒します。

手差しトレイ�
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w　給紙トレイを取り付ける
給紙トレイのフック（２ヵ所）を、プリンタの穴に差し込みます。

e　コネクタカバーを折り欠く
プリンタ本体側面のコネクタカバーを折り欠きます。

コネクタカバー�

コネクタカバーとプリンタカバーの間にマイナスドライバを差し込み、そのまま矢印

方向にマイナスドライバを倒し、左右の接合部を外します。次にコネクタカバーを手

で上下に折り曲げ、コネクタカバーが外れるまで繰り返します。

コネクタカバー�

マイナスドライバ�

接合部�

 お願い
マイナスドライバをねじらないでください。ねじるとプリンタカバーに傷が付きます。



第 8 章　オプションの取り付け

153

r　接続コードを取り付ける
接続コード（給紙トレイに添付）のコア側をプリンタに差し込みます。次に接続コー

ドのもう一方を給紙トレイに差し込みます。

プリンタ�

コア�

接続コード（マルチパーパスフィーダに付属）�

給紙トレイ�

 お願い
プリンタ本体に給紙トレイを取り付けた状態で、持ち運ばないでください。

持ち運ぶ際は、必ず給紙トレイを外してください。

●給紙トレイを取り外す
給紙トレイの取り外しは、取付けと逆の手順で行ってください。

取り外す前に、必ずプリンタの電源をＯＦＦ（○側）にしてください。
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付　録
本プリンタの仕様、ESC/Pコマンドおよびキャラクタ一覧、
JIS-90 第一／第二水準漢字一覧、アプリケーションソフト
およびアフターサービスについて記載します。
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プリンタの仕様
 ◆基本仕様　

以下に、本プリンタの仕様を示します。

印刷方式 ：ＬＥＤを露光光源とする電子写真方式
印刷速度（連続コピー最大） ：標準給紙カセット：12枚 /分、拡張給紙ユニット：

10枚 /分、給紙トレイ：9.5 枚／分（A4サイズ）
印刷幅 ：最大 216mm
メモリ ：4MB
解像度 ：600 × 600 ドット／インチ

600 ×  1200 ドット／インチ
用紙サイズ ：A4、B5、A5、A6、フリー、レター、エグゼクティブ、

はがき、往復はがき
給紙方式 *1 ：カセットによる自動給紙 (収容枚数 250枚、拡張給

紙ユニット使用により 750枚)
手差しによる給紙
給紙トレイによる自動給紙（収容枚数 100枚）

排紙方式 *1 ：フェイスダウンスタッカ（スタック枚数 150 枚)
フェイスアップスタッカ (スタック枚数  50枚)

使用環境条件 ：温度　10℃～ 32℃
湿度　20％～ 80％

標準使用条件 ：3000 枚／日
電源・電源周波数 ：AC100V± 10 Ｖ、50/60 Hz ±１ Hz
消費電力 ：動作時　550W以下、節電時　15W以下
騒音 ：動作時　50dB(A) 以下、節電時  38dB(A) 以下
外形寸法 ：幅 330mm、奥行き 395mm、高さ 200mm (標準装
備)
重量 ：約 9.5kg（標準装備)
OS ：Windows Me/98/95/3.1/2000/NT4.0 日 本 語 版
インタフェース ：IEEE 1284 パラレルポート
パソコン ：IBM PC/AT互換機
プリンタシーケンス*2 ：Windows 専用プリンタドライバ、ESC/P
文字・書体 ：明朝体／ゴシック体  アウトラインフォント
耐用期間 ：５年（８時間／日）または 18万枚印刷 (A4)
用紙 ：普通紙 64g/m2 ～  87g/m2 (55kg ～ 75kg) 、厚紙

官製はがき、ＯＨＰフィルム（レーザプリンタ用）
ラベル紙（レーザプリンタ用）

　*1：収容枚数は 64g/m2 にて換算

　*2：データ処理解像度
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 ◆印刷可能領域と印刷方向　

・この項で説明する印刷可能領域は、プリンタが印刷できる最大領域です。
・実際の印刷領域は、アプリケーションプログラムにより異なることがあります。アプ
リケーションにより余白設定が可能な場合は、下記に示す余白サイズ以上に設定し、
ご使用ください。

・実際に印刷される位置は±２mm程度の誤差が生じることがあります。

●Ｗｉｎｄｏｗｓ
このプリンタドライバで使用できる用紙サイズおよび印刷範囲は次のとおりです。
余白部分に指定されたデータの印刷結果は保証されません。
アプリケーションにより余白設定が可能な場合は、下記に示す余白サイズ以上の設定で
ご使用ください。

用紙幅�

用紙長�印刷可能領域�

A

C

B 

D

注）この値は初期値です。トレイ 1、手差し、MPFでは長辺 148～ 297mm、短辺 90～ 215.9mm
の間で、トレイ 2では長辺 210 ～ 297mm、短辺 148～ 215.9mmの間で設定可能です。

  ●ガイド●
以下の場合、印刷可能領域（余白領域）が異なることがありますので、必要に応じ
てアプリケーションで余白の大きさを設定し直してください。
･ マルチページのとき。
･ 拡大・縮小設定のとき。
･ 用紙サイズで「A3→ A4」、「B4→ A4」を選択したとき。



付　録

158

● ESC/Pモード

用
紙
送
り
方
向�

A

B D
H

G

E C F

ABC XYZ

012 789

  ●ガイド●
･「頭出し位置」の設定によりトップ(Ｇ)と印刷可能領域(Ｄ)が変化します。

･「X補正」、「Y補正」により、印刷可能領域が変化します。

･ フリー（*）はトレイ 1、手差し、MPFでは 90× 148 (mm)～ 216× 297 (mm)

で、トレイ 2では 148× 210(mm)～ 216× 297 (mm)の間で任意のサイズが指定

できますが、用紙端から 5.08mmまでの領域には印刷しないでください。この

領域に印刷すると印刷品位が劣化することがあります。
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用紙送り方向�

A

B D
H

G

E C F

ABC XYZ

012 789

  ●ガイド●
･「頭出し位置」の設定によりトップ(Ｇ)と印刷可能領域(Ｄ)が変化します。

･「X補正」、「Y補正」により、印刷可能領域が変化します。

･ フリー（*）はトレイ 1、手差し、MPFでは 90× 148 (mm)～ 216× 297 (mm)

で、トレイ 2では 148× 210(mm)～ 216× 297 (mm)の間で任意のサイズが指定

できますが、用紙端から5.08mmまでの領域には印刷しないでください。この領

域に印刷すると印刷品位が劣化することがあります。
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 ◆インタフェース仕様　

パソコンとのインタフェースは、IEEE 1284の仕様に準拠した双方向パラレルインタ

フェースを採用しています。

●インタフェースコネクタ

プリンタ側：36極コネクタ（メス）アンフェノール　57-40360相当品

ケーブル側：36極コネクタ（オス）アンフェノール　57-30360相当品

●ケーブル

最長 1.5ｍ以下のケーブルを使用してください。

（雑音対策にはツイストペア線を使用し、シールドされていること。）

●信号レベル

LOW ：0.0V～＋ 0.4V

HIGH ：＋ 2.4V ～＋ 5.0V

●データ転送方式

８ビットパラレル

●コネクタピン配列

　　注）“＊”は、負論理信号であることを示します。
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ESC/Pコマンド一覧
このプリンタでサポートしているＥＳＣ／Ｐモードのコマンドを以下に示します。

●書式設定・実行 ●ＡＮＫテキスト処理

●ＡＮＫ・漢字テキスト処理
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●漢字テキスト処理 ●ビットイメージ処理

●補助機能
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ＥＳＣ／Ｐキャラクタコード一覧表
ＥＳＣ／Ｐモードのキャラクタコードは以下のとおりです。

●カタカナコード

注） ＜２３＞
16
、＜２４＞

16
、＜４０＞

16
、＜５Ｂ＞

16
～＜５Ｅ＞

16
、＜６０＞

16
、＜７Ｂ＞

16

～＜７Ｅ＞
16
のコードは、国際文字選択によって入れ替わります。

【国際文字コード】
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●拡張グラフィックコード

注） ＜２３＞
16
、＜２４＞

16
、＜４０＞

16
、＜５Ｂ＞

16
～＜５Ｅ＞

16
、＜６０＞

16
、＜７Ｂ＞

16

～＜７Ｅ＞
16
のコードは、国際文字選択によって入れ替わります。

【国際文字コード】
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ＪＩＳ-90 第一水準漢字一覧表
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ＪＩＳ-90 第二水準漢字一覧表
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アプリケーションソフトについて

アプリケーションソフトにおけるプリンタの選択基準について説明します。

●Ｗｉｎｄｏｗｓ対応ソフト
添付のプリンタドライバをインストールしてください。

●ＥＳＣ／Ｐ対応ソフト
以下の順で選択してください。
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保守・サービス
 ◆プリンタドライバのダウンロードサービス　

最新版のプリンタドライバをインターネット上でご提供するサービスです。

下記の手順に従ってプリンタドライバをご入手ください。（2001年 4月現在）

ウェブブラウザを�
起動します。�

ご希望のプリンタ�
ドライバをダウン�
ロードします。�

下記アドレスにアクセスします。�

http://www.fmworld.net/index.html/

 ◆アフターサービスについて　

● お買い求めの際に販売店でお渡しする保証書は、大切に保存してください。
● 保証書は、日本国内でのみ有効です。
● 無償保証期間は、お買い上げ日より6か月です。詳細は保証書をご覧ください。
● 保守部品の供給期間は、このプリンタの製造中止後6年です。ご了承ください。
● 分解、改造などをしないでください。無償保証期間内でも、無償修理を受けられない
ことがあります。

● プリンタのご使用にあたっては、純正のサプライ用品をお使いください。サプライ品
以外の用品をお使いになったことによる製品の誤動作、および故障に関しましては、
当社は一切責任を負いかねますので、ご了承ください。

● 故障の際は、「ハードウェア修理相談センター」にご連絡ください。

『ハードウェア修理相談センター』

フリーダイヤル：0120-422-297

受付時間：平日 9：00～ 17：00

（土曜・日曜・祝日および当社指定の休日を除く）

 ◆持ち込み修理時のお願い　

持ち込み修理にあたっては、「富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」にご連
絡ください。

『富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口』

フリーダイヤル：0120-950-222

持ち込みに際しましては、下記の通りにプリンタを梱包していただきますようお願いい
たします。
●プリンタ ：必ずプリンタ本体からプロセスカートリッジ（トナーカートリッジ

付き）を取り外して、プリンタ本体のみをお持ちいただきますよう
お願いいたします。
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●取り外したプロセスカートリッジ
：取り外したプロセスカートリッジは、添付されているポリエチレン
袋（黒）に入れて、直射日光を避けて保管してください。

●他の添付品 ：装置より外した上、保管してください。

 お願い
● プロセスカートリッジを取り外さずにお持ち込みになりますと、装置内にトナーが

飛散することがあります。

● 修理品の持ち込み時にお客様のお取り扱い不備によりトナーが飛散した場合は、修

理に長時間を要する場合がありますので、あらかじめご了承ください。
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サプライ用品担当窓口一覧
サプライ用品に関するお問い合わせ先：

富士通コワーコ（株） 営業推進本部 商品企画部 03-3342-5375

（〒 160-0023 東京都新宿区西新宿 6-24-1 西新宿三井ビルディング 20階）

『富士通コワーコ（株）担当窓口』  2001年 3月 12日現在

支店 電話番号 住　所

北海道支店 0 1 1 - 2 2 1 - 3 9 6 6〒 060 -0001

札幌市中央区北一条西 2-1（札幌時計台ビル）

盛岡支店 0 1 9 - 6 2 6 - 4 7 7 3〒 020 -0033

盛岡市盛岡駅前北通り 1-10（東京生命盛岡ビル）

東北支店 0 2 2 - 2 6 7 - 6 8 7 1〒 980 -0611

仙台市青葉区一番町 2-3-22（仙台ビルディング）

山形出張所 0 2 3 - 6 4 1 - 9 7 6 6〒 990 -0043

山形市本町 1-4-21（荘銀山形ビル）

福島支店 0 2 4 - 9 2 1 - 1 8 1 9〒 963 -8001

郡山市大町 1-14-1（協栄生命ビル）

宇都宮支店 0 2 8 - 6 3 8 - 8 7 0 1〒 321 -0953

宇都宮市東宿郷 4-2-24（センターズビル）

北関東支店 0 4 8 - 6 4 3 - 4 0 8 0〒 331 -0851

大宮市錦町 682-2（大宮情報文化センター）

群馬支店 0 2 7 - 3 2 8 - 1 6 2 1〒 370 -0841

高崎市栄町 14-5（内堀ビル）

千葉支店 0 4 3 - 2 4 5 - 0 0 8 8〒 260 -0025

千葉市中央区問屋町 1-35(千葉ポートサイドタワービル)

神奈川支店 0 4 5 - 2 2 5 - 5 6 3 0〒 220 -8130

横浜市西区みなとみらい 2-2-1-1

    （横浜ランドマークタワー 30階）

川崎支店 0 4 4 - 2 4 4 - 4 4 5 0〒 210 -0005

川崎市川崎区東田町 8（パレール三井ビルディング）

新潟支店 0 2 5 - 2 2 5 - 7 7 3 0〒 951 -8055

新潟市礎町通二の町 2077

　 （朝日生命新潟万代橋ビル）

静岡支店 0 5 4 - 2 0 3 - 0 0 4 0〒 422 -8067

静岡市南町 18-1（サウスポット静岡）

浜松出張所 0 5 3 - 4 5 8 - 5 1 2 4〒 430 -0944

静岡県浜松市田町 330番地 5号(遠鉄田町ビル 5階)
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支店 電話番号 住　所

名古屋支店 0 5 2 - 2 0 4 - 1 2 4 5〒 460 -0003

名古屋市中区錦一丁目 6番 18号（J・伊藤ビル 6階）

三河支店 0 5 2 - 2 0 4 - 1 2 4 5〒 460 -0003

名古屋市中区錦一丁目 6番 18号（J・伊藤ビル 6階）

長野支店 0 2 6 - 2 2 4 - 1 3 8 0〒 380 -0936

長野市岡田町 215-1（日本生命長野ビル）

富山支店 0 7 6 - 4 3 3 - 2 5 2 7〒 930 -0005

富山市新桜町 2-21（富士通ビル）

北陸支店 0 7 6 - 2 3 2 - 2 4 7 1〒 920 -0918

金沢市尾山町 1-8（朝日生命金沢ビル）

京都支店 0 7 5 - 2 2 2 - 1 1 8 4〒 604 -8171

京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町 566-1

　（井門明治生命ビル）

大阪支店 0 6 - 6 8 8 1 - 6 8 0 0〒 530 -6007

大阪市北区天満橋 1-8-30（OAPタワー）

神戸支店 0 7 8 - 3 9 2 - 2 5 6 1〒 650 -0033

神戸市中央区江戸町 95（井門神戸ビル）

岡山支店 0 8 6 - 2 3 3 - 7 4 4 1〒 700 -0826

岡山市磨屋町 10-12（交通オアシスビル）

広島支店 0 8 2 - 5 6 7 - 6 7 9 0〒 732 -0814

広島市南区段原南 1-3-53（広島イーストビル）

松江出張所 0 8 5 2 - 2 5 - 0 3 1 3〒 690 -0826

松江市学園南 2-10-14（タイムプラザビル）

四国支店 0 8 7 - 8 5 1 - 1 8 2 2〒 760 -0023

高松市寿町 2-1-1（高松第一生命ビル新館）

松山出張所 0 8 9 - 9 4 6 - 4 0 3 3〒 790 -0022

松山市永代町 13（松山第 2電気ビル）

九州支店 0 9 2 - 4 5 1 - 2 4 3 3〒 812 -0011

福岡市博多区博多駅前 2-20-1（大博多ビル）

南九州支店 0 9 9 - 2 2 5 - 6 2 9 0〒 892 -0844

鹿児島市山之口町 2-30（鹿児島第一･海上ビル）
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お問い合わせチェックシート
お問い合わせの内容によっては以下の情報が必要になります。お問い合わせになる前に、

該当する項目にご記入ください。

●プリンタの環境

■  機種名　　　　　　　　　　　　 ■  製造番号　　　　  　　　　　　　　

■  購入月 : 　 　　年　　　月 蜒vリンタの背面と保証書に記載してあります

プリンタケーブル名 : 　　　　　　　　　　メーカ名 : 　　　　　　

●ホストコンピュータの環境

■  パソコンメーカ／機種名 : 　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

メモリ容量 :                             MB     ハードディスク容量 :                 　　　　MB

拡張オプション（ボード） :    なし　・　利用       （メーカ名 :　　　   　　　　 ）

（メーカ名 : 　　　   　　　　）

（メーカ名 : 　　　  　　 　　）

●オペレーションシステム

■  Windows  バージョン :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　

■  その他のOS :　　　　　　　　　　　　メーカ名 :　　　　　　　　　　　　　　

●プリンタドライバ

■ プリンタドライバ名 :　　　　　　　　  バージョン :　　　　　　   　　　　　　   　

●アプリケーションソフト

■  アプリケーションソフト名 :                     バージョン :        　　　　　　　　　　　

■  使用フォント名 : 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　    　
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【アルファベット】

APへのカラー機能の応答　  . . . . . . . . . . . 9 3
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ESC/Pコマンド一覧　  . . . . . . . . . . . . . . 1 6 1

ESC/P モード　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9 4

HEX（ヘキサ）ダンプ　  . . . . . . . . . . . . 1 4 5
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JIS-90 第二水準漢字一覧表　  . . . . . . . 1 6 8

LEDヘッド　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 ,  110

LEDレンズクリーナ　  . . . . . . . . . . . . . . 1 1 0
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OHPフィルム　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 4

PPC用紙　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 3

Windows Meから印刷する　  . . . . . . . . . . 5 2

Windows 98 から印刷する　  . . . . . . . . . . 5 7

Windows 95 から印刷する　  . . . . . . . . . . 6 3

Windows 3.1 から印刷する　  . . . . . . . . . 7 1

Windows 2000 から印刷する　  . . . . . . . 7 7

Windows NT4.0 から印刷する　  . . . . . . . 8 3

WYSIWYG　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3

【あ　行】

アース線　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 1

厚紙　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12 ,  15

アフターサービス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 7 2

アプリケーションで設定する（DOS） . . . . 9 6

イメージ　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9 2

印刷可能領域　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 7

印刷条件を設定する（Windows Me） . . . . 5 5

印刷条件を設定する（Windows 98） . . . . . 6 1

印刷条件を設定する（Windows 95） . . . . . 6 9

印刷条件を設定する（Windows 3.1） . . . . 7 5
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印刷速度　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 6

印刷の向き　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8 9

印刷の向き（Windows Me） . . . . . . . . . . . 5 5

印刷の向き（Windows 98） . . . . . . . . . . . . 6 1

印刷の向き（Windows 95） . . . . . . . . . . . . 6 9

印刷の向き（Windows 3.1） . . . . . . . . . . . 7 5

印刷の向き（Windows 2000） . . . . . . . . . 8 1

印刷の向き（Windows NT4.0） . . . . . . . . 8 7

印刷幅　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 6

印刷品位　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9 1

印刷方向　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 7

印刷方式　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 6

印刷面を上に向けて排紙する　 . . . . . . . . . 4 0

印刷面を下に向けて排紙する　 . . . . . . . . . 3 9

印刷領域を拡張する  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9 3

インジケータ　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3 1

インストールする（Windows Me） . . . . . 5 3

インストールする（Windows 98） . . . . . . 5 8

インストールする（Windows 95） . . . . . . 6 4

インストールする（Windows 3.1） . . . . . 7 2

インストールする（Windows 2000） . . . 7 8

インストールする（Windows NT4.0） . . 8 4

インタフェース　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 6

インタフェースコネクタ　  . . . . . . . . . . . . . 4

インタフェース仕様　  . . . . . . . . . . . . . . 1 6 0

ウォームアップ　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 2

液晶ディスプレイ　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6

オートマティックフォールダウン　  . . . . 9 1

お問い合わせチェックシート  . . . . . . . . 1 7 6

オフィス用紙　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 0

オプション品　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8

オプション品接続コネクタ　  . . . . . . . . . . . 4

オペレータパネル　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4

オペレータパネルの機能　  . . . . . . . . . . . . . 6

温度　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2 0

オンライン　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7 ,  42

オンラインランプ　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6
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拡張給紙ユニット　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8
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クイックメニュー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 1 6
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罫線が印刷されないとき  . . . . . . . . . . . . . . 9 1
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コネクタカバー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 2
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縮小　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9 2

使用環境条件　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 6

使用できない用紙　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 6

使用できる用紙　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 3

使用できる用紙サイズ　  . . . . . . . . . . . . . . 1 2

消費電力　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 6

初期化　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 2

書体　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5 6

図形の中塗りパターンの調整　 . . . . . . . . . 9 3

スタッカカバー　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4

スタッカプレート（フェイスアップ） . . . . 4

スタッカプレート（フェイスダウン） . . . . 4

スポンジ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2 5 ,  106

製品の確認　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2

設置条件　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2 0

設置スペース　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2 1

セパレータ　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 1 2
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通風口　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4
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プレプリント紙　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5
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用紙サイズ（Windows 2000） . . . . . . . . . 8 1

用紙サイズ（Windows NT4.0） . . . . . . . . 8 7

用紙サイズインジケータ　  . . . . . . . . . . . . . 6

用紙サポータ　  . . . . . . . . . . . . . . . 4 ,  37 ,  40

用紙残量表示　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4

用紙ストッパ　  . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 ,  33

用紙選択　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7

用紙のセット　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2 8

用紙の補給　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9 8

用紙排出面の切り替え　  . . . . . . . . . . . . . . 3 9

用紙保管上のご注意　  . . . . . . . . . . . . . . . . 1 7

用紙を取り除く　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 3 3

【ら　行】

ラベル紙　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 5

リセット　  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6

レベル１メニュー　  . . . . . . . . . . . . . . . . 1 1 8

レベル２メニュー　  . . . . . . . . . . . . . . . . 1 2 2
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